
1

五所川原市埋蔵文化財発掘調査報告書第8集

●

一ラ

音林遺跡

(第 報告書）三次発掘調

ぐ

、

一

【観音林遺跡（第三次発掘）出土，大洞C1 ･C2式土偶】

1985. 3. 20

青森県五所川原市教育委員会

一）

一



７

←－

-二J

ぐ

五所川原市埋蔵文化財発掘調査報告書

第
第
第
第
第
第
第
第

集
集
集
集
集
集
集
集

津軽・前田野目窯跡

原子遺跡

観音林遺跡①

狐野遺跡①

狐野製鉄遺跡①

福泉遺跡

観音林遺跡②

観音林遺跡③

８
４
５
９
０
３
４
５

６
７
７
７
８
』
８
８
８

９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

6

７

8

皇



序 文

鈴木太左衛門五所川原市教育委員会教育長

昭和48年（1973)に発見された五所川原市大字松野木字花笠81番地にある観音林

遺跡の調査は次の通り行われた。

第1回発掘調査

昭和49年（1974）に実施。翌50年（1975）に五所川原市埋蔵文化財発掘調査報

告書第3集として報告。

第2回発掘調査

昭和58年（1983）に実施。翌59年（1984）に第7集として報告。

第3回発掘調査

昭和59年（1984）に実施。

今回の第3回目の調査は、昭和59年7月30日より8月11日まで12日間にわたって

発掘が行われ、いよいよ観音林遺跡の実態がわかってきた。

本冊子がその調査の結果であるが、当地方の古い時代を知る記録としてお役にた

てばまことに幸いである。

本調査にあたって、汗まゑれ泥ま承れになってご協力下さった諸先生方はじめ生

徒の皆様方のご労苦、並びに地主の長尾良治氏のご好意に対して深甚なる謝意を表

します。



例
一言
ロ

1． この報告書は、五所川原市教育委員会が実施した「観音林遺跡」の第三次発掘

調査の記録である。本遺跡は青森県五所川原市大字松野木字花笠81番地に所在す

る。

2． 発掘調査は、昭和59年7月30日より8月11日の期間で実施した。

3． 本報告のうち、出土した「骨類」の鑑定は日本大学金子浩昌氏に依頼し、その

結果については「表H」に示したとおりである。

4． また、本報告書の中の地学に関する事項は、 日本地学教育学会々員川村真一が

担当執筆した。

5． その他の記述は、新谷雄蔵が担当執筆した。

6． 本遺跡に関する測量、遺構の実測は五所川原市建設課員が担当し原図の作成に

あたった。

7． 発掘に必要な資材・人員の輸送、その他は五所川原市教育委員会職員が担当し

発掘を援助した。

8． 青森県教育庁文化課員天馬勝也氏、一町田工氏より発掘に関する指導助言をい

ただいた。ここに記して謝意を表する次第である。

9． 出土遺物は、すべて五所川原市立歴史民俗資料館に保管し、研究資料にする。

'0． おわりになりましたが、地主である長尾良治氏の御理解ある御協力に感謝申し

上げる次第である。
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〔遺跡付近地形図〕 第’図

1

S=前万而

妻：
鐸≧、

蕊 ■ﾛ■

府畑

目．C

禾nF

一訓
：マム

森平和可旧
公園.ｿ川矧撫,<そ壬三日男屋

才 ヲ"岡

鱒識

蝿

堤

-1-



〔発掘スナップ〕 その’

①発掘隊の皆さん（一日おわってにっこり ）

S写 1

②健斗した

青森山田高校の

皆さん

－ウー
ム



〔発掘スナップ〕 その2 S写 ２

③おばさん方のガンバリ

④少年考古学者2人

（飯詰小の諸君）

⑤やがて大きくなったら〃

（飯詰小の諸君）

q

－j－



〔発掘スナップ〕 その3 S写 3

⑥C地区堅穴住居趾にいどむ

山田高校生

⑦住居趾のカーマドの検出に慎重な

山田高校生

⑧住居趾の床面が出た〃

－4



〔発掘スナップ〕 その4 S写 4

⑨A地区G, 。G2グリツ

トのセクション図を

とる。 →

⑩A地区H2グリツト

おや？ 出たぞ。

↓

⑪

A地区iグリット2人→

でひっそり頑張る。

－5－



S写 5〔地層の状況〕

①

A地区G1グリットの

西壁セクションの状況

②

A地区G,-G2グリットの

北壁セクションの状況

③

A地区H2グリ ､ソトの

北壁セクションの状況

火山灰層
Z

－6－



(B地区Ⅳ層上面の状況〕 S写 6

④

。昭和58年の発掘区の掘り返えし

蕊
誹
腎
離

操

毎

簿

裂
一
議
坐
蕊》

蕊
一

蕊

漏

即

紳

課

浄

繍 識 驚鰐膳

⑤

。昭和59年の拡張区

彦Ⅳ層上面

⑥同上アップ

句

一J－



〔遺物の出土状況〕 その］ S写 7

①石皿、土器の出土状況（Ⅳ層）

･包含層の状況(A地区Gグリット

北壁）

謁鍵
蝿錬
ﾆ ﾆ

②土器底部の出土状況(A地区iグ

リ ､ソ トⅣ層）
潔
溌蕊

雫

兵

③土器の出土状況(A地区G2グリツ

トⅣ層）

－8－



〔遺物の出土状況H2 、層〕 （石器・小玉） S写 8

灘鍵
燕蕊鰯
＃蕊鐵騨

』 L凸, 日 寺

二 ニ ﾆ :綻弓

蕊

①。③＝石棒、②＝小玉、④。⑧＝石鎌、⑤＝石斧、⑥＝削器、⑦＝クポミ石

－9－



〔遺物の出土状況〕 S写 9

②壺形土器(H2)①土偶(H2)

④鉢形土器（袖珍土器）③鉢形土器(Gz－Ⅳ）

⑤土偶破片 ⑥土器片

-10-



〔遺物の出土状況〕 その4 S写10

①皿形土器（炭火物入り） ②壺形土器（下半）

蕊
雛

鶴

篝蕊
雛

…

③土偶破片 ④土器底部(G2－Ⅳ）

⑥骨片(H2一Ⅱ）⑤骨片(H2－Ⅱ）

蕊
覇
蒋
認

患 鱸
蕊
灘
驚
驚
鷺
愈

〃
蕊競

： ：
ﾀ識

難

霞

－11－



(C地区、堅穴住居趾カマド付近の状況〕 S写11その1

（いずれも南方より）

②

①

器甕

19）

③

④

-12-



(C地区、堅穴住居土止カマド検出状況〕 その2 S写12

①→煙出し部の調査 ②→カマドの調査

④カマドと壁面の精査

③→カーマドの精査

（いずれも南方より）
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[D地区トレンチの状況〕 その’ S写13

（いずれも南方より）

②D2トレンチ①眺卜レンチ

醤

③D4トレンチ ④D3トレンチ

愚"ゞi ≦實:41垂

-14-



(D地区トレンチの状況〕 その2 S写14

⑤D5トレン'チ ⑥D4トレンチ

鐸

Ｊ

癖

鑑

揮

罰 鞭
革

串

~

⑦D2トレンチ ⑧D3トレンチ（南）

－15－



(D地区D2トレンチV層出土、土偶〕 その1
′ロ 1

与→ 上

lb l C1a

晶

酪

母

．

~

釈

議
鶴
鍵

鍵
《
浄
奪
鈩
潅

漂
い
鍼
簿

> .錘

鯉
ｌ
裏
Ｉ …

背面正面 側面

@{¥鰯×最大幅×¥59鳥｝12 C呪

。この土偶は、D地区D2トレンチ南側の盛土下I層より出土したものである。

・頭部と胴下半を欠失しているが、首部の刺突文・背部の平行沈線文から「大洞C]式」期の土偶である。

、胎土に砂粒を多く含みもろく、焼成もあまり良くないもので、色調は灰褐色である。



[A地区H2グリツト Ⅱ層出土、土偶〕 その2 写 2

1b1a

猷

敬

冷

癖

沖

』

駒

撫

器

ｌ
ミ
ー

…

…鷺

正面

、{現存高5.6Cm×最大幅3.82CWZ×器厚%I}

背面

。この土偶は、計測値が示すように小形の「大洞C2式」土偶である。

・小形ながら遮光器土偶で目が大きく、体部の施文も力強い曲線文主体の文様である。

・胴部下を欠失しているが、胎土も良く、焼成も堅徹なもので色調は黒褐色を呈する。



[A地区H2グリツト I層出土、皿形土器〕 写 3

灘
蕊

鴬
~

駕
篭
“
蕊
蕊 §認

識

斌

識

１
房
Ｉ

;鴬

謡

蕊撚識…

内面 裏面

@{?7鰯×蕊爵×噂】罵〆･霞,鳥｝
。このものは、 「大洞C2式」精製皿形土器である。一部欠失しているが、 4対の小突起を

口縁に付すもので、他は無文である。

・胎土・焼成とも良く、灰黒色を呈する。



[A地区iグリットI層出土、土器〕 写 4

1a 2 a

蕊
蝿

；

篝§

…

躍謬蕪嬬…』…驚く聯鍵嬢尭蕊龍

鱗
1b 2b

＠（口径 82”）

。この1a 。 lbとしたものは

壺形土器の底部である。

＠（現存高
● 2a c 22a･ 2

6.7”）

bとしたものは、あまり類例

のない蓋形土器である。

2a下端の口縁に「大洞C,式」のメル
● ● ●

クマールである刻目文が施文されてい

るものである。
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〔各地区出土、壺形・鉢形土器〕 写 ５

G1－ⅢH2-ID2-I

ニニ J■

藍

１

篭蕊驚
２

鰻

二宅

詫
搦

鑑

窪
》
器

＝舜託守辨が『÷ を 華…●ざ…ﾆﾏ＊
渉諦■

越騨ら
謀

4

H2-I H2-IH2－Ⅱ

径
”
”
”

３
１
０

口
４
３

×一
口
同
叩
”
”

１
９
３

阿
冒
９
４
７

号 径
”
”
叩

２
７
６

底
３
３
２

幅
叩
”
”

大
８
６
５

最
９
６
１６

厚
”
”
叩

５
２
４

器
０
賑
０

× ×

、〔壺形土器〕 １
２
３

。 ’は「大洞C2式」壺形土器である。このものは、胴部に細沈線による
曲線文が施文されるものである。

・ 2 ． 3は、上記の計測値のように小形の壺形土器で、器形から見て、
「大洞C2式」である。

・ 4 ． 5 ． 6は鉢形土器で、 4は球形胴部をもつものである。
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(A地区H坐グリット I層出土、土器〕 写 6

§
鍵

蝉

蕊

蕊

鍵

溌

議

韓

湧

篭』爵

§

鱗
蕊

§
欝鍛

綴 鍵蕊驚
難

識
蕊

鱗篝 認

・上段は、鉢形・壺形土器の欠損品である。

・下段は、底部各種でいずれも小形である。

一ワ1
自止



(A地区H2グリット出土、土器〕 〔各地区出土、土製品等〕 写 8写 ７

毎

亭

詫

秒

幸
鐵
錘
蓉

一
毒
蕊
弄

罫
騨
謬
澆

鑿

騨

溌
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韓
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《
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》
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Ｃ
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丁
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鍵
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蕊
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潴

D2－Ⅱ ILーⅡ
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1 42 3
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銭
職

灘

驚難篭

霧 3b

:X :l ‐ ゞ蕊l鳶;:調

舞口蕊

鴬認
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な．7C祝

5． 1CwZ
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4． 8C肌

’
つ
つ
ｌ

ｃ
ｃ

識騨識蝦騨瞬蕊騨蝿鵡蕊鰯鯉蕊識購 …I罐認

議霧燕…需瀞…=‐

１
１

厚
”
叩

４
３

器
０
０

×
×

径
叩
底

２

底
２
丸

×
×

一
局
”
叩

７
２

器
３
２

×
×

径
”
叩

５
２

口
３

１
１

２
４

引器土形鉢に＠
短

2‘

2

1．

1．

径
”
”
”
叩

５
３
１
８

ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ

Ｄ
１
２
３
４

1＝＝

三三二

:二＝

1＝二
・ 1は台付土器の台部、 3は袖珍土器の台部、 2は袖珍土器で鉢形、

4も袖珍土器である。

・下段は底部例である。
・ここに掲げたもののうち、 1a、 1bは土偶破片で「後期十腰

内I式」 、 2a、 2bは、 これも士偶の腕部と見られるが型式

は不明。

D 3a、 3bは、小鉄片で（沼鉄鉱）と思われる。

･ 4a、 4bは、土偶腕部と思われる。 「十腰内I式」である。



[A地区H2グリツトI層出土、土器〕 写 9

2

…

． lは、 「大洞C2式」壺形土器で、朱塗りである。

曲型的なC2式の施文がある。

・ 2は、 「大洞C2式」鉢形土器で台付の可能性もある。
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〔各地区出土遥台付土器台部〕 その’ 写 10 〔各地区出土、台付土器台部〕 その2 写 11

1 ３ 1 ２ ３

麓
韓

蕊
毅
辨
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韓
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》
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饒

』

録

溌
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緯
蕊
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繩

禽
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諦
鎧
Ⅱ
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。
芋
彩
霊
福

藻

『

薙

韓

』
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鞭
梠
耐
鋪
弾
魂

畔

》

』

識

塞

ｌ
宝
Ｉ

F配引

霧

灘鍵議鍵鍵 露

…

瀞
４

4 同 ６
5 6

ここに掲げたものは台付鉢形土器の台部例である。 （すべて粗製
土器）

1 ． 2 ． 3は「大洞C1式」と思われる。

4 ． 6は「大洞C1式」であろう。

5は「大洞A式」または「同C2式」後半以降のものであろう。

●

3は「大洞C2式」台付鉢形土器台部。

6は「大洞A式」精製台付鉢形土器の台部である。

3は粗製）

１
４
１

２
５
２

●
●
／
Ｉ
、●

●
●



〔各地区出土、底部〕 その’

AH2-I

〔各地区出土、底部〕 その2写 12 写 13

1 *蔑謹

3~

蕊蕊蕊 錨塞

謬
『$『
錘

鍵鯛
迩篭
『輯1

鍵
膨溌

驚

；灘 榊

蕊

笠
壗
唾

Ⅱ

別

蕊
灘

蝋

§ 卑蕊蕊蕊 ； 蕊蝿蕊

54

榊
qワザb

F群癖.F『

:巍溌
■.. H

『;禽謹』
』』辮建

蕊

“ｌ
誤
Ｉ

寧蝿

溌蕊:溌瀞曜昌
5 ６4

鶏蕊
鯉 蕊 :,申』 Fみ犬

：
…咄『二凸

瀞
〔 1～6 〕→ここに掲げたものは、底部各種である。いずれも縄文
時代晩期のものである。

。 （ 1 ． 2 ． 4 ． 5 ）はA地区H2グリ ､ソ トI層出土、 ( 3 ･ 6 )は
A地区G1グリットⅢ層出土である。

。このうち（ 2 ． 4～6 ）は平底、 （ 1 ． 3 ）は上げ底のものであ
る。

誰
．

錠

〔 1～6 〕→ここに掲げたものは底部各種である。いずれも縄文時

代晩期のものである。

。 （ 1～4 ）はA地区H2グリツトI層出土、 ( 5 ･ 6 )はA地区i

グリットI層出土である。

。 （ 1～3 ）は平底、 （ 4～6 ）はやや上げ底である。



〔完形・復原土器〕 その’

①縄文時代晩期「大洞A式」台付鉢形土器

写 14

霧
蕊…

(AH2-n出土）14．0×9．9×7．8×0．8C"Z

②縄文時代晩期「大洞C2式」台付鉢形土器（復原・浅木）

○

篭
蕊
蕊
燕
蕊
驚

口径14．9×器高10．2×台径8.3×器厚1．0c肌 (AH2－Ⅱ出土）
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①縄文時代晩期「大洞A式」塊形土器（復原・浅木） 写 15

E二屯 鑑議畢蝉蕊蕊

蝋

螺

淵

1
毒
豊
蕊
躍
蕊
蕊
呼
鴬
蕊
溌
裳

矛ﾆﾖ.

ﾆﾆ卒

器
蕊

必

鵜騨澪#職…鍵ﾆ や日矛

(AH2－Ⅱ）14．5×5．1×5．9×0．9

②

○

中

咋

心

蕪

蕊蕊鍵蕊蕊蕊鍵蕊騨溌溌溌騨溌騨騨溌溺繊醗蕊蕊

(率口径×器高×底径×器厚→各ページ共通）
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①縄文時代晩期「大洞A式」浅鉢形土器（復原・浅木） 写 16

…
驚

＃
蕊 二弾L

鰕饗

対
鐸

Ｉ 篝財
■

寺

別

．

§

鍵

謡
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19．6×5，4×4×0．8 (AG－Ⅳ出土）

○ ’
②

… 睦:ﾆニ

●
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〔縄文時代晩期「大洞C2式」土器〕 ①．②．③（復原．浅木） 写 17

①塊形土器 ②塊形土器

鍔鑑識癒蕊溌議藩蕊： ､殿H

鍵

(AH2－Ⅱ出土）

7.7×22×丸底×05 87×2.7×丸底×0．7

③壷形土器

○ 蔦

灘 馬上

騨驚蕊議
談

字

！

(AH2－Ⅱ出土）

7．4×13．7×7．1×0．9
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①縄文時代晩期「大洞C2式」鉢形土器 （復原・浅木） 写 ’8

§
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諦
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諦
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3鎌

蟻鴬

(AG2－Ⅱ出土）12．6×13．1×6．35×0．52

②縄文時代晩期「大洞C2式」鉢形土器

I 蕊

恐息蕊獺
#蕊識蕊鐵蕊蕊鴬辮溌篭懲蕊溌蕊蕊辮難

(AH4-I出土）11．8×7．7×0×0．45
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[C地区竪穴住居趾カマド右袖出土] (復原・浅木） 写 19

①甕形土師器

溌
蕊
蕊

鰯

②底面

鷺

鱗｛
§

写』

18．7×24．6×8．9×1．0
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〔1〕調査に至る経過と調査要項

(a)調査に至る経過

昭和49年土地改良計画により本遺跡の一部がその範囲の付近に所在するため、第

一次試掘調査を実施した。

。その結果については、 「観音林遺跡」第一次発掘調査報告書として既に報告され

ているところであるが､本遺跡は第一次試掘調査の段階では､縄文時代晩期「大洞C2式

」土器を主体とする一大遺跡であることが判明した。

・以後、本遺跡の推移について意を用いていたところ、昭和58年本遺跡の所在する

舌状台地の一部が開畑されつつあるため、市教育委員会では本格的発掘計画をたて、

第二次発掘調査を実施した。

その結果の詳細については、 「観音林遺跡」第二次発掘調査報告書として報告し

たところである。

この報告書において、第一次発掘調査で判明した縄文時代晩期の遺物のほか、歴

史時代（平安時代および中世）の遺物・遺構を含む新文化層を確認できたものであ

る。

・本遺跡の範囲は、約1“の広さをもつもので、一シーズンの発掘ではその全体像

を把握することがむずかしく、かつ開畑計画が台地西端より進行しつつある現状で

ある。

そのため五所川原市教育委員会では、地主である長尾良治氏の御協力により第三

次発掘調査を実施するに至った次第である。

(b)調査要項

率発掘主体者 五所川原市教育委員会

代表 教育長 鈴木太左衛門

率主管課 五所川原市教育委員会社会教育課

o課 長 寺田 勇

o課長補佐 時田武則

o主 査 中村 健

o主 事 佐藤文孝

率発掘担当者 ・日本考古学協会々員 新谷雄蔵

率調査員 ●日本地学教育学会々員 川村真一
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。北奥古代文化研究会員 太田文雄

〃 岩崎繁芳

〃 小山英治

〃 菊池由紀子

〃 伊藤昭雄

〃 小野雅史

〃 桜井有一

車副調査員 o弘前学院大学生 山川夏子

●青森職業訓練短大生 佐藤美香

･五所川原工業高等学校生太田竜也

・弘前高等学校 佐藤一光

率特別参加 O北奥古代文化研究会長 成田不二夫

･郷士史研究家 豊島勝蔵

･飯詰小学校長 浅木全一

率特別参加 ●青森山田高等学校

青森考古学会々員 高橋 潤

・同校生徒4名

率五所川原市内小中学校

・飯詰小学校雷松野木小学校壷五所川原第一中学校、五所川原第四

中学校児童・生徒
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(d)グリットの設定について（第2 ． 3図）

観音林遺跡は、松野木部落の南端に所在する舌状台地にあり、この台地は標高約

33.877zの南西に突出する台地である。

この台地は、現在雑木林となっているが、台地上に第2図－1に示すように発掘

区をA・B・C。Dの4区に設定した。

以下、各発掘区ごとに第1～第2次発掘の状況を含め、発掘区ごとにその経緯を

述べることにする。

●A地区（第2 ． 3－1図）

第一次試掘調査（昭49）は、遺跡の所在する松野木台地の先端部より約300米程

東側、台地の南斜面に旧道に接してグリットF2を設定試掘調査をした。 （第3図一

1 ）、その結果出土した遺物、特に土器群については〔表1 〕に示したとおりであ

る。

第二次発掘調査は、昭和58年、第3図－1に示すとおり、第一次試掘調査グリッ

トであるF2グリツトの東側にG3・G4グリツトを設定し発掘調査を実施した。

このA地区とした発掘区の文化層は、若干の「十腰内I式」土器を下層に包含し、

上層の包含層は縄文晩期を主体とする包含層であった。

第三次発掘調査においては、第二次調査の発掘区であるG3・G4グリツトの南側お

よび東側に、第3図－1に示すようにG, 。G2･H2・H4。 iを設定し発掘調査を実施

した。その結果については、以下に述べるとおりである。

●B地区（第2図・第3図－2）
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第一次調査においては、このB地区は調査せず第二次発掘調査（昭58）において

発掘区を設定した。

第二次発掘調査においては、第3図－2に示すとおり、 G!－21．22を中心にF-

21.22、G2-21．22の一部を拡張して発掘調査をした。

その結果、このB地区では縄文時代後期・晩期の土擴群と土師器、および歴史時

代の遺物・遺構が複合する地区であることが判明した。

第三次調査においては、第3図－2に示すとおり、 E-21.22,F-21.22および

G2-21.22、G3-21.22に拡張し、さらに遺構の検出と確認につとめた。その結果につ

いては後述する。

●C地区（第2図・第3図－－3 ）

このC地区も第二次調査において発掘区を設定した。すなわち第3図－3に示す

とおり、H3-12.13･14区の南側277Z×1277zをトレンチとして発掘した。またH,-14

H2－14をグリツトに設定して発掘したのである

その結果、この地区においてカマドの所在を予想させる焼土の堆積と堅穴住居趾

の壁面の一部を検出した。

そのため第三次調査においては、第3図－3に示すように、第二次調査の発掘区

の一部を含めて、H2-13、H3-13を中心にH2-14、H3-14の一部を拡張し住居趾の検

出につとめた。その結果については後述のとおりである。

●D地区（第2図・第3図－3）

このD地区も第二次調査より発掘区を設定した地区である。このD地区は堀状遺

構を解明する目的で設定したもので、第二次調査では、 277Z×1277Zのトレンチを設

定し堀状遺構の南端に東西にチレンチを入れ、D】トレンチとした。 （第2図参照）

その結果、堀の形状が類例を見ない掘り方であったので比較検討の必要を痛感し

た。

よって第三次調査では、第2図－1に示す位置に第3図－3に示した基本トレン

チをD2･D3．D4･D5の4 トレンチを設定し発掘区とした。その結果については後述

する。
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〔2〕発掘日誌抄

◎昭和59年7月30日 （月） 天気 晴

午前9：00作業開始。本日の作業は、 B地区・A地区。D地区より行う。

B地区は昨年発掘した土擴群および士塁を再度掘り返えし、再検討する作業であ

る。

A地区は、草刈りとグリツトの設定を行う。また、D地区は、草刈りとD2oD3・

D4のトレンチの設定を行う。 （第2図-1 )

調査員、作業員を三班に分け直ちに作業にかかるも、A地区。D地区は雑木や雑

草が多く作業は苦しい。

◎7月31日 （火） 天気 快晴

午前9：00作業開始。本日の作業は、 B地区掘り返えし完了の予定。A地区．D

地区は草刈りを完了し、 トレンチを設定、発掘にかかる。A・D地区は表土の剥ぎ

とりを行う。

◎8月1日 （水） 天気 快晴

午前9：00作業開始。本日の作業は次のとおりである。

①B地区は昨年度の発掘区の掘り返えし、午前で完了する予定。

②A地区H2グリツトの荒掘りを完了する。

③D地区D2トレンチの表土を剥ぎ取り、精杏する。

④C地区も昨年度のトレンチ掘り上げ、本年度設定のH2-13･H3-13の荒掘りを行

う予定とする。

すなわち、本日より全員を四班に編成し、それぞれA・B・C。D地区を分担し

併行して作業をすすめる。

出土品は､D2トレンチ（以下D2Tと略記するjより袖珍土器1、土師器片・縄文

土器片の出土があり、A地区H21層より晩期土器片の出土あり、大洞C2式土器が多

い。

また、 C地区より石槍1、土師器片、後期・晩期の土器片がI層より出土する。

午前で各地区ともほぼ予定どおり作業が進む、午後もそのまま掘り下げることと

する。
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遺物の出土が多くなる。今日1日で6箱分の出土である。遺物は土器・石器であ

るが、大洞C】 。C2･A式がA地区に多く、 B地区は数片程度である。 C地区は、後

期十腰内I式土器。大洞C2式土器が多く、少量の土師器がI層に混在して出土する。

石器は少ないが特に石鐡の出土が目立って少ない。全員に注意する。

◎8月2日 （木） 天気 快晴

午前9：00作業開始、本日の作業はC地区は第1層を掘り下げる。この地区のI

層は深い。

H2-13区において、 カマドの一部と煙出し部を検出する。壁面の一部が姿をあらわ

してくる。

このc地区担当は、応援にかけつけてくれた高橋潤教諭と青森山田高校生が中心

である。

B地区、本日は作業せず、その人員をC地区に投入し、厚い第1層を剥ぎとる。

D地区、D2Tを精査しセクション図を作成する。セクションでは、盛土の下層に

第1層（原黒土層一第V層）が堀の北端に残っており 「大洞C,式」土器を包含して

いる。このD2T北端のI層はC,式土器の出土が多い。

A地区、G】 ・G2-1のI層に掘りすすむもきわめて固い。晩期の土器が多い。特

にH2グリツトでは「大洞A式」土器が第1層で多く出土する。今日は新しくH4グリ

ットを設定して表土の剥ぎとりを行う。

D地区、新しくD3･D4トレンチを堀を横断して南北に設定、表土より剥ぎとりに

かかる。

本日の出土遺物は、完形壺形、スクレーパー、復原可能土師器甕等である。この

甕形土師器は、 c地区堅穴住居趾のカマド右袖に横位で出土した。住居趾の年代を

知る資料である。

◎8月3日 （金） 天気 快晴

本日も9：00より作業開始。今日の作業はA地区H2・H4の掘り下げを続行する。

H2区は第Ⅱ層に、H&はI層を掘り下げる。遺物の出土はH2に多くHに少ない。H2第

1層下端から小形遮光器土偶が脚部を欠失して出土した。 「大洞C2式」である。

B地区は土壌群の測量を行う。昨年の土壌群に加えて、G2｡G3-"区で新しく検

出した土師器片を埋蔵した土擴を実測するためである。 （五所川原市建設課員によ
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るd)

C地区は発掘区を清掃し遺構の検出に努力する。

D地区では、D3 ．D4トレンチを掘りすすむ。須恵器片数片の出土があった。

◎8月4日 （土） 天気 快晴

A地区、H2の第H層を掘り下げる。H4はI層掘り下げ続行。H2H層上面に火山灰

層がレンズ状にあり要注意である。 （二次堆積か？）

また、 「大洞C2式」朱塗り壺形土器が出土する。

C地区、煙出し部．カマド・床面を精査する。柱穴状ピットを3コ検出する。そ

のうち1コは径60cmあり主柱穴であろう。

D地区、D3．D4トレンチの掘り下げを本日で終了する。D3．D4トレンチ北側に落込

承と柱穴状ピットを検出する。このピットの性格解明を追求する必要がある。

出土遺物は、土器片約10箱、 「後期十腰内I式」 「晩期大洞C2．A式」が多い。

◎8月6日 （月） 天気 快晴

本日の作業は、つぎのとおりである。

A地区、H2･H4をI層よりI層へ掘りすすむ。石器の出土も多くなる。

B地区、土壌7号・ 3号にサブトレンチを入れ精査する。地山を掘って造ったも

ので貼りつけ粘土等はないものと認められる。

C地区、堅穴住居趾西壁面下の床面上に炭化木材片を検出する。 カマド内の焼土

を除去する。カマドの天井部が落込んでいる。天井部を一部にもち煙出し部に通じ

る構造と思われる。

D地区、新しくD5トレンチを設定、草刈り後荒掘りを実施する。

◎8月8日 （水） 天気 快晴

本日の作業、A地区、G, 。G2グリツト、 iグリツト設定。草刈り ・表土剥ぎ取り

を行い、第1 ・第1層まで掘りすすむ。

B地区は発掘を終了し、実測者の承残す。 C地区は、精査のゑ残すため作業員全

員をA地区、D地区D5トレンチに集中する。

A地区ではG］ ・G2・H2・H4iグリツトの発掘をすすめる。

H2グリツトはⅡ層から、層へ、H4グリツトはI層掘り下げ、 iグリツトは草刈り、
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表土剥ぎ、第1層へとすすむ。

H2グリツトより凝灰岩の小玉が多く出土する。相変らずA地区は晩期の土器の象

出土する。 「大洞C2式」 「同A式」である。

◎8月9日 （木） 天気 曇

本日の作業はつぎの予定である。すなわち、A地区、G, ｡G2。 iグリツトは第Ⅲ

。Ⅳ。V層へ、H2･H4は第、。Ⅳ層へと掘りすすむ。次第に包含層は固くなる。

H2グリツトより石棒。骨片、G,より骨片・石皿出土。出土土器はやはり晩期が中

心である。

B地区、発掘なし。C地区は住居趾中央に南北677Z幅50cwlのサブトレンチを入れ、

住居趾の北壁を検出する作業をする。その結果、東西にわたる溝を検出。それを追

求し住居趾壁面内側下に周溝のあることを確認する。

D地区は、D5トレンチを掘り下げるとともにセクション図を作成する。

◎8月10日 （金） 天気 快晴

A地区、昨日につづきG】 ・G2oH2oH4･ iグリツトの掘り下げ、午後は発掘区を

清掃セクション図を作成する。

B地区は発掘なし。 C地区は住居趾の精査を行う。また、D5トレンチとC地区住

居趾との関連を追求するため、 CDトレンチを新しく設定277Z×477Zを南北にとり

掘りすすゑ第Ⅱ層下位で、縄文時代前期「円筒下層a式」土器が出土した。また、

この土器は土壌上ピット上面で出土したが詳細は明年に残される。

A地区、G, ･G2グリツトは一部第Ⅵ層まで、H2グリツトは第Ⅳ層まで、H4グリツ

トは第M層まで、 iグリットは第、層まで掘り下げたが、各グリットとも下層に包

含層が残るようである。これらのグリットは明年また掘り下げたい。

◎8月11日 （士） 天気 晴

本日は､埋めもどし作業を行う。A地区。C地区は作業量が多い。

やはり観音林遺跡は、縄文時代前期。中期・後期・晩期そして歴史時代平安末頃

までの遺物・遺構をもつ複合遺跡であった。
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〔観音林遺跡位置図〕 第2図－2
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〔3〕地形 。 層序

(1)地形・層序について

本遺跡は、五所川原市の東方約5K画、松野木部落の南端にあって、五所川原駅前

より弘南バスにて約20分、南松野木バス停留所下車、約'0分の西方舌状台地に位置
する。

この台地は、最も高い地点で標高約33283772 (B･M3)であり、遺跡南部の水田面

では、約21.0077z(B･MX)であって、西南方向に突出する台地である。

この地域には、松野木川が県道福山・五所川原線を横切っており、この周辺には、

長者森山・境山・鶉野等の遺跡が梵珠山系の山麓に点在している。

松野木地区の地形を大きく区分すると、東方から西方へ向って、中山山脈の南端

を占める梵珠山地（標高500～30077z)、それに続く大釈迦丘陵（標高200～10077z)

前田野目台地（標高70～3077z)および津軽平野の四つに区分することができる。

この松野木台地は、既述の前田野目台地上に位置しており、北は天神川、南は松
野木川によって挾まれた部分を占められている。

前田野目台地は、海成段丘で津軽平野の南東縁に原子。野里・松野木・飯詰と連

続して分布しており、この台地を梵珠山地に源をもつ小河川が浸食によって谷をつ

くり寸断している。この開析谷には境ノ沢溜池。長橋溜池など多くの溜池がつくら
れている。

前田野目台地は面高度によって、 3面に細区分ができる。すなわち、標高50～70

77zの1面、30～4077zのⅡ面、 20～3077Zの、面に分けられる。松野木地区は、この1
面上にある。

観音林遺跡は、この松野木台地の南西端部分にある。この台地は、その北側を流

れる松野木川の浸食によって舌状台地となっており、標高は25～3077zを示し1面に
連続している。

遺跡の南方一帯は小規模ながら松野木川およびその支流の形成した扇状地となっ
ている。

なお、遺跡の北側約0.3Km付近を西流する松野木川は、津軽平野を北流して十川と
合流するが、一部は境ノ沢溜池に注いでいる。
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②地質および層序

本遺跡の基本層序は、第4図－6に示すとおりである。

遺跡のベースをなすのは、 V層のローム層で、遺物の包含層はH～Ⅳ層である。

v層～Ⅸ層までは段丘の構成層で遺物の出土とは直接的には関係ないが、遺跡内で

発見された歴史時代のものと考えられる空堀の構造との関係から特に記載すること

にした。なおこの段丘の基盤をなすのはⅨ層の凝灰質細粒砂層である。

以下に各層の特徴を述べる。

黒褐色を呈しており、草木根が多数混入する腐植士で表土を形成する。

黒色士で粒子が細かく、さらさらしており直径1”程度の粗砂を混入す

る。

黒色士に粘土が混入したもので、細砂を含ゑ粘性がある。暗黄褐色を呈

する。

ローム層から黒土への漸移層で粘性が強く、暗黄褐色を呈する。

粘性の強い黒褐色均質ロームで、まれに石英粒がみられる。

黄褐色で粘性の強い粘土である。

粘土。砂および直径数”程度の主に亜角礫からなる礫層で、段丘礫であ

る。

凝灰質細砂まじりの粘土で、下層数センチはオレンジ色を呈する。

遺跡をのせる段丘の基盤をなす層で、黄褐色凝灰質細砂粒砂層である。

層
層

Ｉ
Ｉ

、層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層
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〔観音林遺跡基本層序図〕 第4図－6
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(D地区堀状遺構基本層序〕 第4図-5

Ⅱ10 11 層 黒土
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」
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Ⅵ－1淡褐色粘土質ローム

Ⅵ－2褐色火山灰質粘土
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Ⅶ－4砂質粘土
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層

層

層
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(D地区D4トレンチ東壁セクション図〕 第4図-3
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〔4〕 堀 状 遺 構

第2次発掘調査におけるD,の発掘に引続き、本調査ではD2～D5まで4本のトレン

チを掘り調査した。以下に本遺構の調査結果についてのくる。

(1)位 置

本遺構の北東隅から西へ孤状に伸びる堀状遺構に第2図－1に示すようにD2～D5

のトレンチを設定した。

②形 態

第7図には、第2次及び本調査で発掘した堀状遺構(D!～D5)の断面図を、ま

た、第4表にはこれら断面から得られた形態上の諸要素の測定値を示した。

第2次発掘で調査したDIについてはその形態のタイプは薬研掘的ではあるが明確

ではなく、底部の両側に溝を通しているのが特徴であった。

今次発掘した堀状遺溝(D2～D5)ではそれらの断面から箱堀タイプであることが

わかった。これら4つのトレンチのうち、互いに相隣り合うD2･D5とD3．D4はそれ

ぞれ類似の傾向をもつ。

例えば、D2･D4では掘込みの幅(4.577Z)､基盤からの深さ(1.577Z)､傾斜角(50a)と

も類似している。D3･D4では前者ほどの一致はないが、規模・形態からやはり同じ

傾向をもつ。

4つのトレンチについて､基盤掘込象の深さ（0.5～0.6771)､内側土塁（盛土）の傾斜

角（40～5げ）はほぼ共通しているが、それ以外の要素では測定値に多少ばらつきが

ある。

D,の西隣りにあるD2は底部中央が高く、両側は幅広の溝状となっており、D,底部

溝の延長とも考えられる。

結局、 5つのトレンチを形態・規模から区分すると、D!、D2･D5，D3．D4の3つ

に分けられる。これらグループは原地形に由来するもののようである。

⑧地 質

D地区の地質は第2次調査で表したA地区の基本層序と基本的には同じである。

D地区堀状遺構の基本層序は第4図－5に示した。これによれば、基盤をなす段丘

構成層、基盤を掘り込んで上げた盛土層、遺構を埋めた堆積層の三層からなる。

段丘構成層は下から細砂・粘土・砂礫・ロームと重なり、これらの上に遺構掘削

前の原黒土が被覆する。遺構はこの基盤を細込んでいる。
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盛土層は土塁形成後、自然崩壊・流出により、遺構を埋積した層で最低所に薄く

堆積している黒色腐植土層・粘土層があり、それらの上に土塁から流出したローム

･粘土・黒土の混合層である黒褐色士層が厚く埋積する。

最上部は現在の黒色土で全体を薄く覆う。

なお、基盤の傾斜はD2･D5の断面が示すように南から北へ約6ｺでゆるく傾斜して

いる。

㈱出土遺物・構築年代

この項については〔5〕出土遺物、 〔6〕考察のところで述べるので省略する。
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(B地区遺構実測図〕 第5図 {=iMM}
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(C地区堅穴住居趾実測図〕 第6図
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〔堀状遺構断面図〕 第7図
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各堀状遺構の測定値〔表4〕

〕，～、

－59－

， 1 ， 2 ， 5 ， 3 ， 4

基盤掘込みの幅 i7z) 5.1 4.5 4.5 3.4 3.5

底面の幅 (77j 2.2 3.8 4.0 2.3 2.7

基盤掘込みの深さ (m) 0．59 0．58 0.5 0．55 0.5

基盤上面から底面までの深さ
伽

1.8 1.5 1.4 1.7 1.0

盛土から底面までの深さ(m) 2．88 2.8 2.5 2．38 2.0

基盤掘込ゑの

傾 斜

(角度.。）

NM)

S (E)

35

35

80

70

50

80

60

55

48

70

基盤から盛土

への傾斜

(角度。）

N(M

S (E)

35

40

52の2

段階段状

50

40

50

27

40

50

38



〔5〕 出 土 遺 構

（第5 ． 6図、第4図1～5）

観音林遺跡の第三次発掘調査において検出した遺構は次のとおりである。

B地区→土擴群・士塁

C地区→堅穴住居趾一基

D地区→堀状遺構

土壌と焼土堆積層（第一次）

(1)

(2)

(3)

(4)

ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ

上
上
上
上

層
層
層
層

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ

第
第
第
第

く
く
く
く

（率(4)は第一次試掘調査）

以上の4遺構であるが、4)としたものは第一次試掘調査で出土したものであるの

で省略し、 (1)～(3)の順につぎに述べることにしたい。

(1)土塘群。土塁（第5図）

このB地区第V層上面で検出した土壌群のうち、 1号～6号としたものは、第二

次調査で検出したもので、土壌の構築時期は、縄文時代後期「十腰内I式」土器が

伴出したので、この期の土壌である。なおこれらの土擴からは獣骨片。烏骨片が焼

けて出土している。第三次調査では、これらの土壌のうち3号。 4号土壌にサブト

レンチを入れ調査した。

その結果、貼り付け粘土等もなく、第V層を直接掘り込んだ土擴であり、火によ

って焼けていることが判明した。

第三次調査で新しく検出した士擴は、 8号。 9号とした土擴である。この両者は

その内部の覆土中に、 「東北北部土師器型式」第二型式の土師器甕形土器片と須恵

器片を埋蔵していたものである(P｡L108-873･880)。 したがってこの期の士擴で

あろう。

また、 7号とした土擴は、これも第二次調査で検出したものであるが、今回その

積土中に骨片を検出した（写b－1、表I一服1 ）。この士擴は、 「大洞C2式」粗製

土器を伴う土壌であり、この期のもので出土骨片は〔表1－妬1〕に示すとおりで

ある。

さらにや第二次で検出した、 B地区の北側で検出した「土塁」は、第三次調査に
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において発掘区を拡張し(G2 ｡G3-21 ｡22， F-21｡22→第3図-2参照）さらに

土塁の追求をしたのであるが、士塁は、CoDを結ぶ線で消滅していた。この三角状

の土塁は、土擴群を囲む特異なものであるが、歴史時代のものであろう。 （なおB

地区の土擴・土塁の詳細は、第二次調査の報告書にゆずりたい』

②堅穴式住居趾 （第6図）

この遺構は第二次調査において、焼土の堆積する遺構および住居趾壁面の一部を

検出し、住居趾の所在を予測したものである。

第三次調査では、その予測に基づいてグリットを組み（第3図－3 ）発掘をすす

めた。

その結果を実測したものが第6図である。

住居趾は、 カマドを有し煙出し部を南東にもつもので、 カマドをもつ面は東西約

4771と推定される。またカマドより南北約4 77Z北側に東西に溝状遺構が床面を掘っ

ており、住居趾は南北に拡張されたものと推察される。

その理由は、第6図の西壁下には溝が掘られており、その外側に住居趾の壁面が

あるのであるが、北側には溝はあるが壁面がないのである。したがって拡張された

ものと考えられる。

この住居吐は、東西約477Z、南北477Z以上の方形プランを持つ住居趾であろう。

そしてカマドの位置は、東西約471Zのうち西側約2mに片寄るものである。

この堅穴式住居趾の年代は、 カマドの右袖に密着して出土した甕形土師器（写'9）

によって推定できる。すなわち「東北北部土師器型式｣第二型式の土師器である。こ

のものの底面には砂粒が多く見られ、第二型式のうちでも新しいものと考えられる。

また、この住居趾のカマド内の焼土からは、 〔表I一服4〕 〔写6－妬4〕に示

す海獣骨片が出土している。なおこの住居趾の上層からは、 「十腰内I式。大洞C2

式」土器が出土しているが、両型式の土器は混在しており、住居趾構築時に攪乱が

あったものであろう。

③堀状遺構 （第4図1～5）

この堀状遺構は第二次調査において、D]トレンチを設定調査したものである。

その結果、例を見ない形態の堀状遺構と認めたので、第三次調査において、D2 ･

D3｡D4｡D5の4 トレンチを（第2図-1 )に示す位置に設定し調査をした。
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その結果については、第4図1～5および第7図に示したとおりであるが、第

三次調査の時点においては、その掘り方がいわゆる箱形掘りであるように認められ

るが、D2．D,のセクションにおいて若干の変形を認めるので、さらにこの両者とD3

~D5との比較のためやさらにトレンチを設定し発掘検討を加えたいと考える。

この堀状遺構の形態は、現在まで発掘した計5本のトレンチでは、さきにもふれ

たとおりベースであるローム層を掘り込んだ箱型であるが、その年代（構築または

使用年代）は、決め手となる資料が乏しいので不明である。

現時点で推定できることは、後で述べるとおり堀状遣構内の盛土から土師器（第

二型式）の出土があり、これの使用時期内またはそれ以後の構築・使用のものと考

えられる。

㈲土塘と焼土堆積層 （第一次） （第2 ． 3図－1 ）

この遺構は、昭和48年の第一次試掘調査で検出したものである。

このうち、土壌としたものは径約1 77Z、深さ約40cwzの浅い椀形のプランで、この

内部に座った形で両手を組んだ土偶と、袖珍土器が出土した土壌である。

また、焼土堆積層は、第3図－1に示すF－2グリット東側斜面に堆積し、焼土

内から「大洞C2式」壺形土器および、シカの骨が出土した遺構である。 （詳細につ

いては報告書にゆずる』

第一次～第三次調査をとおして、既述した(1)～(4)の遺構を検出したが、未だ遺構

が本遺跡には所在するようである。

これらの遺構は、年代別に再掲するとつぎのようになる。

B地区土擴群と士塁→・後期「十腰内I式」→（ 1号～6号土壌）と歴史時代

・晩期「大洞C2式」 (7号土壌）

・歴史時代（平安期）→8 ．9号士擴と土塁

C地区竪穴式住居趾→歴史時代（平安末）

D地区堀状遺構→歴史時代（平安期）土師器・須恵器使用期～それ以後

A地区士擴と焼土堆積遺構→縄文時代「大洞C2式」期

(1)

１
１
１

２
３
４

１
ｌ
ｉ

以上のように整理される。そして、つぎに述べる〔5〕出土遺物もまたこれらの

遺構に関連することは明らかである。
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〔表 I ]

（×印＝出土のない土器型式）
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縄文時代編年表 （含観音林遺跡第一・二・三次）
(新谷）

推定

年代
区分 土器型式

観音林遺跡
第 一 次

観音林遺跡
第二次

観音林遺跡

第三次
主要遺跡

13，000

↓
6，000

草創期

早期
省 略

鰺ケ沢町

鳴戸遺跡

I
5，000

前期

円筒下層式土器

a。 b

d1od2

。C・

円筒下層式

1群a式

2群d2式

五所川原市

原子A遺跡

’
4，000

中期

円筒上層式土器

a。 b

d,。。

。C･

2．e・

円筒上層式

b式

円筒上層式

3群d2式

深浦町

一本松遺跡

’
3，000

後期

十腰内式

I 。Ⅱ。Ⅲ。

Ⅳ。V→Ⅵ

十腰内式

I 式

十腰内式

I 式

Ⅱ式

V式

十腰内式

式
式

Ｉ
Ⅱ

群
群

４
５

五所川原市

原子B遺跡

2，000

晩期

大洞式

B

B・C

１
２

Ｃ
Ｃ

A

（

大洞式

×
×

C,式

C2式

A式

×

大洞式

×

B・C式

C,式

C2式

A式

×

式
式
式
式

Ｃ
×
・
Ｃ
Ｃ
Ａ
×

式
Ｂ

洞
群
群
群
群

大
６
７
８
９

板柳町

土井1号遺跡

市浦村

五月女萢遣跡

BC300

I

AD300

弥生

時代

前 期

中 期

後 期

五所川原市

山道溜池遺跡

’
1，200

土師器

須恵器

使用時

代

o第一型

○第二型

o須恵器

式
式

土師器

第二型式

須恵器

土師器

第二型式

須恵器

珠州焼

五所川原市

前田野目遺跡



観音林遺跡出土骨片鑑定表〔表Ⅱ〕

(金子浩昌）
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Gor

資料
site
出土

グリ ツ ト
観 音 林 遺 跡

(S59｡ 7月）

(後・晩）

妬1

大洞C2式

B13I

7土

擴

号内

微小骨片 12

多分獣骨のようである 0

妬2

大洞C2式

H2 1 微小骨片のみ20片あまり

おそらく獣骨片。

。

妬3

大洞C2式

H2 I 小骨片、さらにそれの割れた微小骨片からなるが、おそらく

すべて獣骨であろう。

妬4 C H

カマド内

平安末

やや大きい骨片（海獣骨か？）

微小骨片6－獣骨

いずれも焼骨

妬5

大洞C,式

D2中M 包含層は晩期。

破片1

級密部分の骨がうすいので烏骨のようであるが、部位を決め
難 し、 0

柳

６妬

I式

B」 I

G--22

獣骨片1 （焼骨）

海綿体の様子から海獣骨か？

ﾙf7

平 安

イ

鎌 倉

D5 I

幟
聯
鱸

包含層は後．晩期

焼けた獣骨片
やや大きい破片であるが、イノシシもしくはシカの乳様突起

の先端の破片と思われる。

妬8

大洞C2式

H2 Ⅱ 微小な骨片のゑであるが、すべて獣骨片。

備 考

すべて焼けた骨

獣骨は大体シカ･イノシシのような大型獣。

海獣骨（イルカ･アシカ）もあるらしい
〃613 、

0

〃14などについては、さらに検討してみたいと思っている。



〔表m] 観音林（第三次）遺跡出土石器・石製品等一覧表 肱1

－65－

種
別

類
別

S．P．L

肺

整
理
肱

計 測 値
(cm)

(長径×最大幅×器厚）

重
量
⑭

石 質 出土区・層位

有柄

石鍼

1

■■■ﾛ■■■■■■■■■■■

2

－

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

PlCh
4.5×1．06×0．6

4．12×1．12×0．7

1．08×0．98

4．38×1．38×0．73

Pidl
3．09×1．15×0．56

pidl
0×1．20×0．4

4．42×1．2×1．02

3．81×1．08×0．48

pich
3.0×1．39×0．6

piCh
3．38×1．5×0．72

3．52×1．42×0．54

3．38×1．28×0．6

3.7×1．41×0．52

3．42×1．16×0．6

0．54×1．42×0．56

4.6×1．28×0．58

pich
2．51×1．28×0．42

2．80×0．98×0．38

pidl
2．84×1．0×0．44

pich
2．73×1．18×0．32

pich
3．08×1．26×0．4

4.0×1．46×0．88

3.2×0．62×0．62

3．45×1．16×0．51

pidl
3．73×1．45×0．52

3．48×1．50×1．0

3．22×1．57×0．50

piCh
3．57×1．92×0．47

pidl
2.9×1．55×0．52

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

1

2

2

1

0.2

0.2

0.3

0.2

0.3

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ホルンフ エ ﾉレス

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

め の う

AH 2 一Ⅱ

C－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

AH2－Ⅱ下

Ai－Ⅲ

AH 2 一Ⅲ

Ai-I

AH 2 一Ⅱ

AH2－Ⅲ

AH 2 -V

AH2－Ⅲ

AH4－Ⅱ

AH4－Ⅱ

C－Ⅲ－1

C一Ⅱ

AH2－Ⅲ

A 1－Ⅲ

A 1－Ⅱ

A 1－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

AH 2 -V

AH4-V

AH4－Ⅱ

C一Ⅲ

AH4－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH4－Ⅲ

斑 30 2．12×1．48×0．30 0.2 ホルンフ ユニ ﾉレス AG,-V
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〃
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Zイイ
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〃

〃
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Z

Z
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Z
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01

01

00Z
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0Z
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0．1×8f・I×89.ヤ

90．1×99．Z×L8．ヤ

f6．0×9し．Z×L．ヤ

88．1×88.Z×8L・ヤ

0．1×Z.e×8L．9

0．1×89．8×L,9

6．0×ムウ．e×SL,ム

Z.［×Z1．8×『1．9

L9

99

99

『9

e9

Zg

19

09

6f

8『

ムウ

9ヤ

gf

9Z

【

狐1m
盤、し

閨罫
〃一／'二

斡且

(Jum)

斡且

A－
Z
HV

Ⅲ－1V

Ⅲ一
Z
HV

Ⅱ一
Z
HV

Ⅲ一IV

Ⅲ一
Z
HV

I-Szq

I
9
q

Ⅱ－ヤHV

Ⅲ一
Z
HV

A－ヤHV

Ⅱ一
Z
HV

Ⅲ一ヤHV

Ⅱ一
Z
HV

号亘舅君

<1"f-Z

〃

〃

号亘夏蒻

(壬篭)且塁'1コI

〃

呂亘夏至

Zイイ
エ
ニパ/V半

呂亘舅語

､1"f-¥

〃

〃

号且舅至

I

I

I

I

I

I

I

I

8．0

Z､0

Z､0

9．0

Z､0

Z･0

f,0×1．1×ム．I

99．0×0．1×96．1

IpId

9f・0×9『．’×f．8

L,O×L6．1×9し・8

99．1×98．1×E8．8

99．0×9．1×9Z､ヤ

9．0×89．1×8L．0

98．0×0『．’×9Y､9

Z9．0×89．1×9．8

ZL．0×9f・［×L．ヤ

f．0×89．1×9.Z

IIOId

ウ．0×Or.’×8.Z

9ヤ．O×gf．［×f､e

IIOId

19．0×9f．I×Z1．Z

ff

Cf

Zヤ

Y『

Of

68

88

LS

9e

98

fS

ES

Z8

IC

8

O【

6

8

Z
X

L

IX

(叫籔）

蕊且

蕊且

宙罫
〃一/1二

蕊且
凶弼
叫且

蕊且

凶群

蕊且

凶且

組蝋

『
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未完成
石槍

有柄

横形

削器

（
ブ
レ
ー
ク
活
用
）

3

1

2

7

8

9

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

4．49×2．61×0．8

4．75×2．45×0．85

)ich
ﾗ.6×8．9×0．67

piCh
5．72×1．05×1．1

5．89×7．25×1．4

5．52×7．06×1．38

4．16×6．38×1．15

piCh
4．5×5．32×0．85

4．62×5．08×1．10

3．49×4．92×0．78

pidl
3．10×5．68×0．5

4．17×4．7×1．2

2．36×4．27×0．78

piCh
3．51×4．28×1．08

3．71×4．18×0．92

2.0×3．36×0．54

10

10

50

40

50

43

30

18

20

10

10

18

10

14

10

5

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ホルンフェルス

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

ホルンフ エ ﾉレス

珪質頁岩

ホルンフ エ ﾉレス

AH 2 一Ⅲ

C一Ⅲ

AG, -V

CD連一Ⅳ

AH 2 -V

AH 2 -V

AH2－Ⅲ

A 1－Ⅱ

C－Ⅳ

AH2－Ⅲ

AH2－Ⅱ上

AH 2 -V

AG－Ⅲ

， 2 S－I

AG,一Ⅲ

AH 2 一Ⅲ

有柄

縦形

削器

(side-
scr

e智
(不定刑

3

4

10

11

80

81

82

83

84

85

86

9．36×4．63×1．42

7.1×5．1×1．32

率
5.5×2．4×0．8

率
3．37×3．1×0．51

7．42×2．66×1．4

5．88×4．3×0．9

6.8×3．66×1．54

63

40

10

8

28

20

35

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

， 2 S一Ⅱ

C一Ⅱ

AH 2 -V

A 1－Ⅱ

A 1－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅲ

不定形

削器

1

2

（
ブ
レ
ー
ク
活
用
）

12

13

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

5．87×3．05×1．0

本立車
2．88×2．85×0．9

5．62×3．08×1．32

4．10×2．4×0．55

piCh
6．78×4．34×1．02

piCh
7．65×4．4×1．25

piCh
6.3×4．12×1．15

7．22×3．95×0．68

5．62×3．15×0．90

piCh
5．48×3．06×1．22

20

車
10

20

10

52

48

30

20

20

20

ホルンフ エ ルス

〃

珪質百岩

〃

〃

ホルンフ エ ﾉレス

珪質頁岩

〃

〃

〃

AH 2 －Ⅱ

C－Ⅱ

AH 2 -V

AH 2 -V

AH 2 一Ⅲ

AH 2 －Ⅲ

AH2－Ⅲ

AG,－Ⅲ

A 1－Ⅱ

， 2 S－I
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掻器

eld=c

raper

(定型）

掻器

（
不
定
型
ｏ
ｒ
半
欠
）

１
（
定
型
）
’
２

13

14

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

pich
6．35×2．8×1．50

4．87×2．68×1．17

6.0×2．74×1．35

6.0×3．27×1．68

率
3.9×4．72×1．2

率
4．18×4．01×1．9

5．02×3．48×0．86

率
3.5×2．15×0．96

率
3．46×2．25×0．94

率
4.6
pidl
l×2．3×1．46

率
4．01×3．09×1．15

率
3．91×3．55×1．48

率
5．29×3．15×1．58

3．28×4．87×2．88

30

20

25

36

28

30

12

8

10

20

15

20

24

145

珪質頁岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

C一Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

C一Ⅲ

D2 S－Ⅱ

C－Ⅲ－1

AH 2 一Ⅱ

B－Ⅱ

AH 2 －Ⅲ

AH 4 一Ⅱ

AH 2 -V

AG 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

A 1－Ⅱ

D2 S-I

石錐

(drill)

1

有
柄
－

2

15

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

率
4．01×2．95×1．18

4．8×1．4×0．65

3．97×1．26×0．85

4．93×0．84×1．0

3．95×0．93×0．85

3．08×1．35×1．02

3．30×1．25×0．74

3．65×0．68×0．64

2．30×0．68×0．3

率
2．75×0．7×0．7

2．42×0．64×0．4

10

4

4

2

2

3

2

1

1

1

1

〃

〃

〃

〃

〃

蛋 白 石

珪質頁岩

玉 ず い

〃

珪質頁岩

〃

AG,－Ⅲ

AG,-V

Ai－Ⅲ

C－Ⅲ－2

Ai－Ⅱ

AH 2 －Ⅱ

C－Ⅱ

AH 2 －Ⅲ

Ai－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅲ

石斧

1

■■■■■■■■■■■■q■■

2

16

122

123

124

125

126

127

128

129

厚

7．15×2．66×1．7

率
8．75×4．6×1．89

率
6．80×4．15×1．25

率
6．32×3．63×2．51

率
6．42×3．4×2．05

擦切手
渋あり

率
弱 2．22×0．87

率
5×2．40×1．56

(表採）

率
5.7
pidl n
×5．42×1．92

40

50

50

50

68

10

15

65

め の う

ホルンフ エ ﾉレス

〃

安 山 岩

ホルンフ ユニ ﾉレス

〃

〃

珪質頁岩

AH2－Ⅲ

D5N-I

D2 S-I

D2 S-I

， 2 N－I

C一Ⅱ

表採

AH 2 －Ⅱ
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I

－69－

石棒 17

130

131

車
22．0×3．0×2．42

車
15．6×2．32×2．2

258

95

ホノレンフ エ ﾉレス

珪 化 木

AH 2 一Ⅲ

AH 2 －Ⅱ

石刀
(石刀脚シ132

133

8．68×4．29×1．32

立 立 率
3．69×2．78×0．59

60

10

流 紋 岩

珪質頁岩

B一Ⅱ

AG, 一Ⅲ

大刑溌号 1 19 134 6．72×7．05×1．90 112 〃 B一Ⅳ

鉈状

石器

1 18

135

136

11．35×5．4×4．84

4．55×5．24×1．95

465

45

〃

ホノレンフ エ ﾉレス

AH 2 一Ⅲ

AG 1 －Ⅲ

玉
１
ヶ
は
ひ
す
い

、4

に
ｚ
ケ
）
ら
ち

（
緑
色
原
石
他

1

■■■■■■■■■■■

2

采
完
加

毒

20

137

138

139

140

141

1.3×1．1×0．7
0.3m加

穿孔径

1.2×1．22×0．55

1.4×1．32×0．67

1．40×1．38×0．78

0.9×0．98×0．48

1

1

1

1

1

碧 玉

〃

〃

緑色凝灰岩

碧 玉

AH 2 －Ⅱ

AH 2 －Ⅲ

A 1－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

石Ⅲ 21 142
X･凶

18．2×15．5×3．95

k'1.71 石英安山岩 AG 2 -V

穿孔石 22 143 9鞍 4．15×2．62
100 珪質頁岩 AH 2 一Ⅱ

軽石

球形

石器

23 144

145

146

9.3～5．87
×

3.1～2．7
｛
長径
厚さ ｝

5.5×5．42×5．86

5．45×4．7×4．68

50

50

20

３
ケ

70

40

軽 石

流 紋 岩

〃

C一Ⅱ

D4-I
D2

一 I

B－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

石錘状

石器

蟇底蓋
楕円形
扁平
石器

1

2

24

147

148

149

150

151

pich
4．52×4．6×1．88

12．9×6．46×2．8

率
9.5×5．82×1．78

plCn
8.7×5．5×1．9

piCh
8.0×11．22×1．22

50

370

100

112

300

安 山 岩

扮 岩

流 紋 岩

〃

安 山 岩

AH 2 －Ⅲ

C一Ⅲ－1

Ai－Ⅱ

C一Ⅱ

C一Ⅲ

ク
ポ
ミ
石

タタキ石

25

26

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

9．29×8．38×6．12

ム
ノ
価
か

竜ぬり
一

&

pidl
9．42×6．1×4．0

11．8×10．37×4．28

12．98×5．95×3．88

13．5×6．69×3．15

16．0×11．0×7．38

14．98×5．6×4．43

pich
17．7×7．25×3．9

12‘14×5．58×3.79朱痕

PiCh
8．33×6．90×4．56

680

210

300

320

332

kl
1.28

360

555

380

300

〃

凝 灰 岩

〃

緑色凝灰岩

流 紋 岩

〃

安山岩質凝灰岩

〃

安 山 岩

流 紋 岩

AH4－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH4－Ⅲ

AH4－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AG 2 一Ⅲ

AG,-V

AH 2 一Ⅱ

AH 2 一Ⅱ

Ai－Ⅱ
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タ
タ
キ
石

あ
る
扁
平
石
器

打
欠
き
と
磨
痕
の

26

27

162

163

164

165

166

167

168

169

170

12．5×7．25×3．06

piCh
7．32×6．80×4．42

piCh
8．58×9．62×5．52

4．64×4．6×1．38

pidl
6．15×4．42×1．22

pich
7．72×5．35×1．25

7．78×6．52×1．86

pich
9.7×5．12×1．38

9．46×4．51×1．12

340

298

580

40

60

90

35

115

130

花崗閃緑岩

安 山 岩

〃

〃

流 紋 岩

〃

安 山 岩

〃

ホノレンフェノレス

D2 S－Ⅱ

DC連-1

AG,－Ⅲ

C一Ⅱ

AG 1 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

AG,一Ⅲ

， 2 N-I

AH 2 一Ⅲ ‐

石
器

あ
る
円
盤
状
扁
平

周
辺
に
打
欠
き
の

円
盤
状
扁
平
石
器
（
円
形
）

円盤状
扁平ﾗ硯号
(楕円形）

1

1

2

28

29

30

31

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

8．64×7．78×3．81

7．19×6．68×2．43

8．32×7．10×2．69

Plch
5．97×5．85×2．57

6．58×6．01×2．66

8．35×7．35×2．71

7．95×7．52×2．68

piCh
5．52×4．79×1．75

6.7×7．02×2．18

5．19×5．22×1．92

5．82×4．28×1．58

6．08×6．22×1．9

5．38×5．50×2．50

6．56×6．65×1．64

pich
5．32×5．02×1．28

pich
4．65××4．50×1．08

率
5．18×7．52×2．28

pich
7．58×7．88×2．23

pich
5．78×3．28×1．54

5．39×5．47×1．6

PiCh
6．12×1．66×1．18

5．55×5．05×1．43

pich
8．08×6．88×1．48

240

120

78

90

100

200

170

55

］ 10

70

50

100

80

82

60

12

100

160

40

50

50

50

110

流 紋 岩

凝 灰 岩

泥 岩

流 紋 岩

砂 岩

流 紋 岩

〃

〃

〃

〃

珪質頁岩

流 紋 岩

〃

〃

〃

珪藻質泥岩

安山岩質凝灰岩

〃

〃

流 紋 岩

安山岩質凝灰岩

流 紋 岩

〃

D4中一Ⅱ

D4北一Ⅱ

D5南一Ⅱ

D2 S-I

， 2 S－I

D2 S－Ⅱ

D5
■■■■■■■■ I

AH 4 一Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH4－Ⅲ

D2中-1

AG 1 一Ⅲ

D2中-I

CD一Ⅲ

D5－Ⅱ

C－Ⅳ

D2中-1

AH 2 一Ⅲ

B一Ⅱ

AH4－Ⅱ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅲ

AH 2 一Ⅱ
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円盤状

扁平

石器

縮円刑

円盤状

扁平

石器

(長方形

2

3

32

33

34

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

5．55×5．12×1．56

7．42×4．85×1．65

7．06×4．09×1．38

7．72×6．91×2．41

6．05×5．68×1．54

piCh
6．95×6．12×1．71

6．44×5．29×1．22

npidl
4．80×7．80×2．02

8．10×6．77×2．34

6．82×5．42×2．11

8．46×8．28×2．12

7．81×5．86×2．20

4．30×4．02×0．84

5.0×4．84×1．42

pl ch
5．71×5．2×1．10

5．31×4．66×1．40

6．30×5．67×1．86

6．25×4．66×1．12

立piCh
5．32×5．62×1．78

5．22×4．42×2．03

6.0×4．0×1．30

piCh
4．55×4．54×1．02

50

70

50

50

70

60

48

50

88

100

190

110

20

3］

43

50

80

55

70

70

40

30

流 紋 岩

〃

〃

〃

〃

凝 灰 岩

〃

流 紋 岩

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

C－Ⅲ

C－Ⅱ

AH4－Ⅲ

AH 4 －m

AH4－Ⅱ

C一Ⅲ

C－Ⅲ

， 2 S一Ⅱ

， 2 N－I

AH 2 一Ⅲ

AH 4 一Ⅱ

， 2 N－I

B－Ⅳ

， 2 S－I

， 2 S－I

D2中-1

C－Ⅲ

AH 2 一Ⅱ

C一Ⅲ

， 2 N－I

AG 2 一Ⅲ

C一Ⅲ

黒曜石 22 216

5.2×4．5×3．3

I
2．35×1．82×0．9

50

I
10

Ⅱ
Ⅲ

一
－

２
１

Ｈ
Ｇ

Ａ
Ａ ｝

玉
石

碧
原

鉄石英 2ケ

35

217

218

8．75×6．05×4．55

I
1．35×1．28×0．78

｝ 5ケ

5．58×4．32×1．72

4．84×3．55×1．32
｝ 2ケ

150

I
2
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〔参考〕

出土した土器群について述べる前に、縄文時代晩期の土器群について、精製土器、

粗製土器の用語を用いて、 P･L1～108に述べてあるが、この用語の概念を最初に

明らかにしておく必要がある。

筆者は、晩期の土器群を精製・半精製・粗製に分類することが妥当と考えている

のであるが、本報告書では精製土器（半精製を含む）および粗製土器に分けて述べ

ることにする。

なお、精製土器と粗製土器の出土比率は、当遺跡ではほぼ2.5％:97.5％となるよ

うであって精製土器の出土は少量である。

率用語について

（1） 精製土器

・晩期の各型式における主文様のあるもの。

・朱ぬりのされているもの。

o無文であっても研磨された器面のもの。

・上記のうち、いずれかを合わせもつもの。

（2） 粗製土器

･口縁直下より縄文のゑ施文されるもの。

＠口頚部のみに、その属する型式の施文があり、肩部より胴部下まで縄文・撚

糸文・条痕文等が施文されているもの。

o無文で研磨されていないもの。

o煮沸痕があり主文様のないもの。

o上記のいくつかを兼ね備えているもの。

本報告書P･L1～108においては、 (1)･ (2)の概念で、精製・粗製の土器を分類し

て述べている。
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〔6〕 出 土

観音林遺跡の第三次発掘調査において出土した遺物は、大別して(1)土器・土製品、

(2)骨片類、 (3)石器・石製品に分けられる。

このうち、最も多いのは土器類であって、土器類は総量で約50箱(60cIm×28cwzX

15cw')の多量であった。これらの出土土器類は、縄文時代前期・中期・後期・晩期

および土師器・須恵器すなわち歴史時代にわたるものである。

また、 (2)とした骨片類は径9”のシャレーで約5．分の少量であるが、獣骨（陸

・海性）、烏骨等が出土した。

(3)とした石器・石製品は、総数213点にのぼる数である。

これら(1) 。 (2)。 (3)とした出土遺物のうち、 (1)の土器・土製品は、最も出土量の多

い地区はA地区で、次にC地区、D地区の順となっており、最も少ないのがB地区

であった。

他の(2)とした骨片類は、A地区、 C地区、 B地区の順である。量的にはいずれも

少ないのであるが、その価値は高いものと考えられる。

(3)とした石器。石製品では、A地区が最も出土数が多く、 C地区、D地区、 B地

区は少ない出土である。

土器類のうち、須恵器。土師器類はB地区、D地区、 C地区の出土で、A地区か

らは出土がない。A地区からは、後期。晩期の土器、特に晩期の土器が多量に出土

した。

この地区による出土遺物の量的または、質的な相違は、 〔 4〕出土遺構で述べた

遺構と相関することは明らかである。

以下、 (1)、 (2)、 (3)に分けて出土した遺物について述べることにする。

(1)土器。±製品 （表I、 PoL1～108、写1～19 )

1）土製品 （写1 ° 2、写8 ）

・写1に示したものは、 D地区D2トレンチV層出土の「大洞C!式」土偶である。

計測値等この土偶については写1に述べてあるので省略する。

。写2に示したものは、A地区ILグリアトI層出土の「大洞C2式」土偶である。こ
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の土偶についても写2に述べたとおりである。

●また、写8-1a・ 1bに示したものは、縄文時代後期「十腰内I式」期の土偶

破片である。

このものは、一部に見える施文から「十腰内I式」と判断した。 c地区住居趾上

のI層より出土した。

●写8-4a ・ 4bに示したものも、後期「十腰内I式」土偶の肩部より腕部の破

片である。このものは、A地区H2-I層出土である。

。写8-2a o 2bとしたものも、土偶腕部と考えられる。このものは、 D地区D2

トレンチV層出土のものであるが、型式名を決定する施文が無く無文のものである。

このものが出土したD2トレンチからは、写1の土偶も同一層(V層）から出土し

ており、 この層からは「大洞C! ・C2式」土器も出土している。以上のことから「大

洞C2式」の可能性がある。

以上、士製品としたものは、 「土偶」で欠損品であるが一応5点出土した。

2）土 器 （写3～19、 P･L1～108壷表I )

・観音林遺跡の第三次発掘調査において出土した土器群を土器型式に分類すると、

〔表I )に示したように分類される。

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

士
士
士
士
士
士
士
士
士
士
士

群
群
群
群
群
群
群
群
群
群
群

１
２
３
４
５
６
７
８
９
蛆
ｕ

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

な
立
率
率
立
率
率
率
率
率
率

円筒下層a式土器

円筒下層d2式土器

円筒上層d2式土器

十腰内I式土器

十腰内I式土器

大洞B・C式土器

大洞C]式土器

大洞C2式土器 （製塩土器）

大洞A式土器

土師器（第二型式）

須恵器

以上、出土した土器群を群別に分類すると11群に分けられるが、この11群に分類

した土器を、その器形・施文等によって土器型式ごとに分類すると、縄文時代前期
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の円筒下層a式より土師器、須恵器の使用時代、すなわち平安末～鎌倉期に至る永

い期間にわたる土器群が出土したのである。

これらの各型式ごとの土器および各地区ごとに出土した土器については、 〔写3

～19、 P・L1～108)に述べてあるので省略するが、第一～第三次発掘調査における

出土土器の型式について比較し、本遺跡の全体像について土器型式の上から述べる

ことにする。

・第一次調査では、土器型式で「十腰内I式」 「大洞C, 。C2･A式」の土器が出土

し、第二次調査では「円筒上層b式」 「十腰内I ･ I ・V式」土器が出土した。

また、今回の第三次調査では、 〔表I )に示したとおり第1群とした縄文時代前

期「円筒下層a式」 「同d2式」 、中期では「円筒上層d2式」、後期では「十腰内I

。 Ⅱ式」、晩期「大洞B･CoC! ｡C2･A式」の土器が出土した。

それに加えて、第一～三次調査を通じて、共通して土師器第二型式・須恵器が出

土している。

この第一～第三次調査において出土した土器群を検討すると、A地区は縄文晩期

の土器が多く、その下層に後期「十腰内I式」土器が少量あり、須恵器・土師器の

出土がない。

これに対して、 B地区は、後期「十腰内I式」と晩期「大洞C2式」土器、それに

土師器第二型式が伴っている。

また、 c地区は、晩期の土器と若干の土師器、 「十腰内I式」土器を伴う地区で

ある。

さらに、D地区においては、 「大洞C]式」土器を包含する原黒土層（第V層）は

例外として、若干の須恵器・土師器を伴う地区である。

以上のことから、A・B・CoD地区は、詳細に分析すると、それぞれ時差をも

ち、また遺跡の成因・性格が異なるように認められるところである。このことにつ

いては〔考察〕の項で再び述べることにして、つぎに「製塩土器」および「十腰内

I式」土器について特にふれたい。

「製塩土器」 （写x)

今回の第三次発掘調査において、わずか2片の破片ではあるが、A地区H2グリツ

トⅡ層より製塩土器が出土した。

この土器については、 （写x)に述べたとおりであるが、 B｡M,→31.605771の

地点において出土した事実である。これと同類は、当地方の市浦村匝月女萢遣加
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および東津軽郡「今津遺跡」においても出土しているのであるが、このことについ

ても〔考察〕の項でさらに述べたいと思う。

「＋腰内I式土器」 (P･L55 )

この「十腰内I式」土器は、 P･L55に示したものであるが、土器についてはP

･L55に述べたとおりであるので省略するが、この形態と整形のものは、今回の調

査で始めての出土である。

当遺跡のみではなく、西北五地方では現在まで報告例はないものである。

以上、特例2例を述べたが、個々の土器等については、 P･L1～108に記してあ

るのでここでは省略する。

②骨類 （表Ⅱ、写b-1 )

今回の第三次発掘調査において、小骨片がB地区→7号土壌内、A地区→H2グリ

ツト I層、同グリツトI層、 C地区→竪穴住居祉内のカマド内、D地区→D2トレン

チ中央、層上、 B地区→G,-221層、D地区→D5トレンチI層、A地区→H2グリツ

トI層等合計8ケ所より出土した。

このうち、 〔表I)に示したとおり妬1は7号土擴内出土で、縄文時代晩期「大

洞C2式」、伽4は土師器使用の堅穴住居趾カマド内、妬5は堀状遺構のD2トレンチ

中央のM層より出土した。この層は「大洞C,式」土器包含層である。〃6は十腰内

I式期、妬7は包含層は後。晩期、遺構は堀状遺構で平安末～鎌倉期とも思われる。

妬8は大洞C2式期である。

この計8カ所より出土した小骨片を、順不同であるが鑑定表に整理すると、 〔表

I)のようになる。

この〔表Ⅱ〕に整理した骨片について、 日本大学金子浩昌氏に鑑定をお願いし、

その結果をいただいた｡ 〔表I]はその一覧表である。

出土した骨片は、獣骨。海獣骨および烏骨のようであり、イノシシもしくはシカ、

中にイルカまたはアシカなどもあるようである。

しかも、これらの骨片はすべて焼けているものである。

出土した地点が8カ所にわたっており、当遺跡のうちD地区を除くと、いずれも

焼土を伴う地点、 またはそれに近接する場所である。

第一次～第三次発掘調査において、焼土層、カマド内、土擴内等すべて火に関係

する地点の出土である。
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時差は遺物・居位を検討してもわかるのであるが、これら骨片の出土と遺跡の各

期における性格等について、さらに考えてゑたいと思う。

金子浩昌氏には、第二次・第三次にわたって御鑑定をいただいた。ここに記して
感謝申し上げる次第である。

⑧石器．石製品 (S･P．L1～35、表Ⅲﾉfal～7)

観音林遺跡の第三次発掘調査において出土した石器・石製品は総数で213点の出
土である。

第一次発掘調査の石器出土数は67点、第二次発掘調査において出土した石器数は
150点であった。

第一次～第三次発掘調査で出士した石器数は合計432点である。発掘面積の大小

はあるが今回の出土石器数は最も多い出土数である。

●第三次発掘調査、すなわち今回の調査において出土した石器の組成を明らかにす

るために、石器を器種別に分類すると次の19器種に分類される。

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

石鐡 20.65％

石槍 9．85％

削器 14.55％

石棒

石刀

鉈状石器

小玉

楕円形扁平石器

クポミ石 3．7％

タタキ石

点
点
点
点
点
点
点
点
点
点

４
１
１
２
２
２
５
２
８
５

４
２
３

掻器

石錐

石斧

石皿

穿孔石

球形石器

石錘状石器

打欠きと磨痕の

ある扁平石器

円盤状石器

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

％
％
％

６

０
１
７

７
５
３

点
点
点
点
点
点
点

５
１
８
１
１
２
２

１
１

6点

21.1％ 45点19）

以上の19器種に分けることができる。他に菫玉・鉄石英・黒曜石・軽石・ひすい

等の自然石等も出土している。

これらの石器類は、主として晩期のものであり、その石器組成はきわめて多様に

わたっていることが知られるところである。また、円盤状石器（円盤状扁平石器）

が21.1％、石鐡20.65％、削器14.55％、の順になっており、特に円盤状石器の出
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士数が多いのが注目される。

。つぎに出土した石器類の岩質を分類してみるとつぎのように分類される。

珪質頁岩

ホルンフェルス

めのう

玉ずい

垂玉

蛋白石

安山岩

珪化木

流紋岩

緑色凝灰岩

50.7％108点

8 ％ 18

3

4

5

1

4．6％ 10

1

20．65％ 44

2

石英安山岩

玲岩

凝灰岩

緑色凝灰岩

安山岩質凝灰岩

花崗閃緑岩

泥岩

砂岩

珪藻質泥岩

11）

12）

13）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

１
１
５
２
３
１
１
１
１

以上19岩質となっている。このうち最も多いのが珪質頁岩50.7％、流紋岩20.65

％、ホルンフェルス8％となっている。最近このホルンフェルスが石器に占める比

重がかなり大きい点に注目する必要がある。

石器の出土区、または出土層位については〔表M妬1～7〕に述べてあるので省

略する。また、石器・石製品については(S．P．L1～35)に示してあるので省略する。
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〔7〕 考 察

(1)本遺跡は、 〔3〕地形・層序の項で述べたとおり、前田野目台地の1面すなわ

ち標高30～4077zの面上にある。当五所川原市の東部、梵珠山脈の西麓に展開する前

田野目台地のⅡ面（松野木地区）には、縄文時代の前期・中期・後期・晩期および

歴史時代にわたる各期の遺跡が分布しており、それぞれの時代において人間生活を

営むのに好条件を備えた地域であったものと考えられるところである。

当遺跡をのせる舌状台地もそのことを物語るように、歴史時代の伝承をも残して

おり、現地形を表面上から観察する限りにおいても地形が階段状を呈する部分もあ

り雷また軍空堀状遺構もあって館趾の様想を示している。

この舌状台地に、第二次発掘調査と同様、A地区。B地区。C地区。D地区の4

地区を設定し、第三次発掘調査を実施したのである。その結果については既に述べ

たとおりであるが、若干の問題点が残った。以下残された問題点と思われる事項を

中心に考察を加えてみたいと思う。

②地形・層序等について

さきに(1)で述べたとおり、この遺跡の所在すい舌状台地は、縄文時代前期より歴

史時代に及ぶ永い年月、人々の生活舞台となっていた。

このことは、出土遺物から明らかなことではあるが、A～D地区の層序を見ると

それを裏付ける事実が層序にあらわれているように考えられる。

●すなわち、 B地区における層序（第4図－9）においてはA層を欠き、またB層

の、層も欠けていることに注目したい。このことはB地区に、既述したとおり歴史

時代の士塁があり、その他縄文時代後期・晩期および土師器・須恵器使用期の土壌

群の所在等から削平と整理・攪乱等の影響があったものと考えることが妥当であろ

う。

・A地区、この地区は館趾と伝承される階段状地形の平面部・斜面部にあたる地点

であるが、歴史時代の撹乱の影響は少なく、台地上部の削平・整地による黒土の二

次堆積がやや厚い程度で、第1層以下は生きているようである。この地区の層位は、

第4図－7 ． 8図に示したとおりであるが、第1～第V層にわたって縄文時代晩期

～後期の遺物が多量に出土したが、歴史時代の遺物は皆無である。
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。C地区では、第4図-10に示したセクションのとおり、この地区においても第1

層は特に厚い。しかも北方にすすむ程厚さを増している。

このことも、A地区で述べたとおり、台地中央部の削平・整地の際、第1層を北

方に運びあげたか、自然の傾斜によって第1層が深いものであったのか、この点に

ついては今後に残された問題である。

。D地区、この地区は既述したとおり堀状遺構を解明する意図で設定した地区であ

る。

第4図－5に「堀状遺構基本層序図」を掲げたが、堀内より掘り上げた盛土は、

意図的に南側に高く盛土している。

今回設定したD2～D5のトレンチ調査結果からは、第7図（断面図）でわかるよ

うに堀の形態は箱堀りであることが明らかになった。

第2次調査でのD,トレンチにおいてはそのセクション（参考図）から若干の形態

の違いが認められる。それが何に起因するのかさらに追求を要する課題である。

⑧出土遺構について

出土した遺構は、 B地区において縄文時代後期の土擴および晩期の士擴、土師器

包含の士擴、三角状に残る小土塁を検出したことは既に述べた。

また、 C地区においては、既述したとおりカマドを備えた竪穴式住居趾を検出し

た。D地区の堀についても既に述べたとおりであり、またA地区では昭和48年の第

一次試掘調査において土壌状ピットと焼土堆積層を検出した。このことについても

既に述べたところである。

●ここでは、 B地区における士擴の性格雷三角状土塁、C地区の住居趾について考

えてゑたい。

B地区において検出した士擴は、 1～12号士擴である（第5図)｡このうちや 7

号土壌は晩期大洞C2式土器を伴出し、他の土擴群は後期十腰内I式土器を伴うもの

である。また、 8号・9号士擴は、土師器を伴う平安時代後葉のものであった。

このうち7号士擴内、またはその覆土内からは、既述した骨片類の出土があり、

土壌そのものの内側が焼けているものであった。

この土壌は、直接第V層を掘り込んだもので貼り付け粘土等特に手を加えたもの

ではなく、穴を掘って獣や烏等を焼いたもののようであった。

しかし疑問が残るのは、後期・晩期において、このような方法が実施されていた
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のであろうか。当遺跡では、A地区F2グリツトにおいても焼土の中からシカの焼骨

が出土しており（第一次調査）、ある程度の確信をもって獣や鳥類を焼いて調理し

たものと考えて良いように思うところである。

●土塁について次に述べると、第5図に示すように北側を頂点に三角状の土塁がめ

ぐる遺構である。

このものは、 7号土擴（大洞C2式）の上部を通っているもので、それより新しい

ことを証明している。

また、 8 ． 9号土擴は、土師器片をその内部より出土したもので雷この土塁は、
● ● ●

この土師器使用期のものかも知れない。しかしそのきめ手は特にないのである。し

たがって、この土塁については今後類例を待ってさらに考えたい。

●C地区においては、堅穴住居趾を検出したことは既に述べた。元来住居趾からは

遺物が多く出土しないのが一般的であろうが、この住居趾も同様で、 カマド右袖よ

り甕形土師器一個体が横位で出土したのゑである。このことは既述したが、この甕

形土器によって年代を知ることができる（写19参照)｡この土器は「東北北部土師

器型式」第二型式に属する甕形土師器で、土師器としては器形から考えて新しいも

のである。筆者は平安時代末と考えている。

なお、 C地区には遺構が未だ所在するようである。第二次調査で住居趾の壁面を検

出しているので再調査が必要である｡ (なお、堀状遺構については既に述べたので

省略するd)

（4） 出土土器について

出土した土器群については、多くのスペースで後掲してあるので、ここでは若干

の問題点のみに限定して述べたい。

、出土した土器群のうち、 C地区CDトレンチにおいて「円筒下層a式」土器が士

擴状ピットより出土した。ピットそのものは未調査のため不明であるが、縄文時代

前期a式期の遺構の所在により観音林遺跡の上限が約6,000年程さかのぼるように

なった点に留意したい。

。つぎに「十腰内I式」土器が出土したことである(P。L54．55)。当西北五地方

においては、現在までのところ「十腰内I式」土器の出土報告は殆んどなく、今回

が最初である。

この土器のうち(P･L55)に示したものと同類の土器が、青森県三戸郡五戸町次

郎左衛門長根遺跡より出土している。本遺跡のA地区H4グリットより(P･L55)の
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土器が出土したことを報告しておきたい。

。つぎに晩期の土器群について考えてみることにする。

本遺跡において、縄文時代晩期に属する土器群は〔表I )縄文時代編年表に示す

とおり 「大洞B・C式」～「大洞A式」に至る各型式の土器が出土した。

このうち、 「大洞C!式」蓋形土器としたものは（写4-2a･b)、出土例の少

ないものである。

また、特筆すべきは、製塩土器の出土である（写x参照）。この製塩土器は、市

浦村「五月女萢遺跡」においても出土があり、そのうちの第一型式とした製塩土器

である。

この製塩土器の出土は、わずか2片の出土であるが、後述する骨類の中に海獣骨

等も含まれるようであり、製塩をしたかどうかは別にして、どのような意味をもつ

ものか今後の研究課題である。

・他の晩期の土器群は、大洞C】 ・C2式とも当地方においてはノーマルな施文・器形

のもので、いわゆる亀ケ岡式土器の典型的なものである。

筆者が、市浦村「五月女萢遣跡」出土資料を基にして仮称した「大洞C2-A式_l

とした「入り組承工字文」の未完成な施文のあるものは、わずか2～3片の出土で、

本遺跡の「大洞C2式」土器は、C2式期の前半のものと考えられる。

それに対して、つぎの「大洞A式」とした土器群は、その施文が典型的な「入り

組み工字文」で、他に「矢羽根状文（綾杉文）」の施文のものも出土した。

後者の「矢羽根状文」の施文される器形は皿形土器に多く、少数の鉢形土器にも

施文されるが、この「矢羽根状文」の施文されるものは、出土する遺跡と出土のな

い遺跡もあって、地域差か、遺跡差かは研究を要する事項であろう。

⑤骨類

今回の第三次発掘調査において、さきに述べたとおり、 ル51～〃58の骨類を検出

した（表Ⅱ参照）。また第二次調査においても骨類の出土があったのである。

これらの出土骨類は、金子浩昌氏に御鑑定をお願い申し上げた。その結果は（表

I)に示したとおりであるが、これらの骨類は、いずれも焼けたものであって遺跡

を営んだ縄文人等は、焼いた肉を食べたのであろうか。食生活を知る上で興味深い

問題である。

⑥石器・石製品

出土した石器・石製品は‐総数213点であるが、ここでは、若干の問題点を考え
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てゑたいと思う。

●一つは、石鍼の形態に関する問題である。すなわち、第一次（昭48）調査で出土

した石鍍数は30点、第二次（昭49）では14点、今回の調査では44点の出土で計88点

の石錬が出土している。

しかしながら、基部が内側に湾入するものは第1次～第3次を通じて1点も出土

していないのである。出土した土器群は既述のように「十腰内I ・ I式」 「大洞C]

～A式」土器が主体であるが、石鍼もこの期（主体は晩期）のものである。

基部の内湾する形態のものは、縄文時代中期・後期・晩期を通じて岩木川東岸地

帯には少なく、西海岸地帯に多いことは筆者がしばしば述べてきたところである。

。いま一つ考えたい事項は、今回の発掘において「円盤状扁平石器」の出土がきわ

めて多く45点（21.1％)を占めていることであるが、その用途・機能は不明である。

今後留意していきたい事項の一つと考える。

。いま一つは、石器の岩質に関する問題である。特に注目すべきは、ホルンフェル

スを原材とした石器である。

このものは、第二次調査で6％、第三次調査で8％の石器の原材となっているも

のである。詳細に検討すれば、他地域の遺跡においても約10％程度の比率でホルン

フェルスが原材として使用されているものと予測されるところである。

以上簡単ではあるが、問題点に限定して若干の考察を加えてゑた。諸先学の御叱

正を賜わりたい。
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【観音林遺跡出土、土器資料一第三次発掘】
(A地区G,-2 グリ ､ソトV層出土、土器) P・L 1 [A地区G1-2 グリ ､ソトⅡ層出土、土器〕 P・L 2
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〔 9～14〕→ここに掲げた土器群は、いずれも縄文時代晩期の土器群で、

第Ⅱ層出土のものである。

、このうち、 （ 7～10）は、 「大洞C,式」士器で粗製の鉢形か深鉢形土

器である。

。また、 （11～]3）は、皿形土器で、 「大洞C2式」と思われる。

･ (14)は、これも皿形土器で、その施文から見て「大洞C,式」の精製

土器である。
● ■ ● ■

、縄文時代の晩期には、粗製と精製の土器群があって、両者の概念につ

いては、本文を参照されたい。

〔 1～6〕→ここに掲げた土器は、A地区グリツトG,．G2のV層より

出土した土器群である。

。この’～6としたものは、いずれも縄文時代後期初頭「十腰内I式」

土器である。器形は、破片のため正確は期しがたいが多分甕形か深鉢

形と思われる。
● ● ●

＠この「十腰内I式」土器群は、沈線文により自由奔放な施文があるの

が特徴である。

{xxG1一2=G, ･G2の略である。以下も同様。 ｝
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〔24～31〕→ここに掲げた土器も「大洞C2式」の粗製土器である。

・器形は、鉢形か深鉢形土器と思われる。これらの土器の口縁より頸部

には、 3条の沈線文が横走するものであって、 （27）は肩部に粘土粒

をもっている。

、これらの土器群の肩下部には、左傾・右傾する斜行縄文が施文される。

これに比較して､P・L3-(20～22)は、縄文が縦走するもので、単

軸撚紋である。このように、 「大洞C2式」期には、 この二種の縄文の

施文法がある。

〔15～23〕→ここに掲げたものは、いずれも縄文時代晩期の「大洞C2

式」土器である。

・いずれも粗製土器で、器形は、 （15～17）は、やや肩部の張った鉢

形土器、 （19～23）は、肩部の張らない鉢形土器であろう。なお、

（’8）は精製土器である。

．また、 （15～18)は波状口縁で(19)は山形突起を持つものらしい。

（20～22）は口縁部沈線が2条、 (19)縄文のみである。

＠「大洞C2式」の鉢形・深鉢形土器の頚部には、 3条を基本とする沈

線文が施文されるのが基本パターンである。
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〔32～37〕一>ここに掲げたものも「大洞C2式」粗製土器である。

･これらの器形は、深鉢か鉢形土器と思われるが、 （35）は、そのカー

ブから台付土器の可能性も残る。

･口縁は、 （33．35）は小波状を呈し、他は平縁である。また縄文は、

（36）が単軸撚糸文で縦走、他は左下りの斜行縄文である。

･頚部には3条を基本とする沈線文が施文されるが、 （35）は頚部が無

文帯をなしている。この（35）の頚部が無文帯を有するものも一タイ

プである。

〔38～41〕→ここに掲げた土器も「大洞C2式」粗製土器である。

．このうち、 （38．39）には、肩部に2ケ1対の粘土粒を計4対、対象

的に付すもので、平縁を呈する深鉢形土器である。

． （40．41）のうち、 （40）の口縁は小波状を呈し、 （41）は、 2ケ1

対の突起を口縁に有し、片口のある深鉢形土器である。 （40）も同じ

やや大形の深鉢形土器であろう。

＠この（38～41 ）の頚部には、横走する3条の沈線文があり、胴部には

左傾する斜行縄文が施文される。
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〔42～47〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」の深鉢形土器である｡

、口縁が平縁で、 3条を基本とする横走沈線文が頚部に施文され、胴部

には、左傾する斜縄文がある｡ (但し、 47は無文）

、この（42～47）は、 「大洞C2式」における粗製深鉢形土器の主流を占

めるタイプで、概して大形のものが多く、本遺跡でも出土量が多い。

〔48～52〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」の粗製深鉢形土器である。

。このうち、 （48．49．52）と、 （50．51)は、二タイプに分けられる。

前者には3条の沈線文があり、 P・L7-(42～47)と同類であるが、
口頚部がやや内傾するものである。

。 （50．51）は、沈線文はなく、やや内傾する口縁下より、縄文が縦走
するもので一タイプである。

＠出土量は、前者（48～49）が多く、後者が少ないように思われる。
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〔58～66〕→ここに掲げたものは、 「大洞C2式」の粗製深鉢形土器と、

「大洞A式」精製鉢形土器である。

．このうち、 （58．60．62．63）は、 P．L8 ･ 9で述べた、 3条の横

走沈線文や縄文のみのもの、および条痕文の施文されるタイプである。

．また、 （59．61．63．64）は、器厚がうすいもので、深鉢形の一タイ

プである。 （65）は口縁が小波状を呈する「大洞C2式」土器である。

＠（65）は、 「大洞A式」土器であるが、頚部に大洞C2式後半の伝統を

残存するものであろう。

〔53～57〕→ここに掲げたものも縄文時代晩期「大洞C2式」の粗製深鉢

形土器である。

。このうち（54．55）は、 ともに口縁下に3条の沈線文をもつ基本タイ

プのグループであるが、 （54）は胴部に縦走する条痕文が施文される

もので、 このものも晩期の一タイプである。

。 （53．56）も口縁がやや内傾する大形の深鉢形土器で、縄文のみ施文

されるものであるo (57)は、前述の縄文のかわりに条痕文が施文さ

れるもので一タイプをなすものである。
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〔74～81 〕 〉ここに掲げたものは、 「大洞C, ･C2･A式」の皿形土器で、

いずれも精製土器である。

。このうち、 （74）は「大洞C,式」のⅡ形土器で、器形は口頸部が外反

するものである。

。 （75．76）は､｢大洞C2式」の皿形土器で、特に(76)は、浅鉢に近い

ものである。

． （77～81）は、いずれも「大洞A式」皿形土器で、 （77．78．79）は

矢羽根状文、 （80．81）は、入り組み工字文が施文される。このもの

も二タイプに施文で分けることが可能である。

＠文様は、 （75）は曲線文を見せ、 （76）は曲線文と入り組み工字文・

矢羽根文の未完成なものである。 (P･L2－】1～14)に示したもの

と合わせて、 「大洞C,式」皿形土器は、二タイプ(14･74)、 「大洞

C2式」皿形土器は、四タイプに分けられる。 (11･12･75．76)

〔67～73〕→ここに掲げたものは、 「大洞A式」の精製鉢形土器である‘

・口縁は平縁で、 2ケ1対の小突起を4対対象的に付し、頚部は、無文

帯を有するもの（67．68．69．70．71）と、頚部の沈線文を有する

もの（72．73）に分けられる。

．また肩部には、これも4対の粘土粒を持つが、その粘土粒は、前型式

のものに類似し、頚部に無文帯とともに、 「大洞C2式」の伝統が残る

ものである。
● ● ● ● ■ ● ●

､胴部には、縄文を地文にして、入り組み工字文がある。この入り組み

工字文は、ほぼ完成された文様パターンの一つである。

Ｉ
王
Ｉ
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〔91～100 )→ここに掲げた土器群も、V層出土の縄文時代後期「十腰

内I式」土器である。

・いずれも深鉢形土器と思われるもので、沈線文が施文される。

。この沈線文は、平行に2～3条が基本で展開される。また、曲線文、

区画文、それに縄文を充填する区画文等が見られる。

、この沈線文を主体とする施文法は、中期後葉より始まり、後期十腰内

I式期に盛行する。

〔82～90〕→ここに掲げたものは、縄文時代前期・中期、および後期初

頭「十腰内I式」土器である。
● ● ■ ■ ● ■

． （82）は、前期の円筒下層d2式土器、 (83)は中期の円筒上層a式土

器であろう。

・他の（85～90）は、いずれも縄文時代後期「十腰内I式」土器である。

・器形は、 （84．87）は壺形、他は深鉢形土器と考えられる。施文は、

いずれも沈線文である。 （88）は、縄文を地文に渦文をつけている。
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〔109～116〕→ここに掲げたものも縄文時代後期「十腰内I式」土器で

ある。

、器形は、 （112）は壺形、他は深鉢形か甕形土器であろう。このうち、

(115)は、山形突起を口縁に持つもので、他の口縁も小波状を呈する

ものである。

、施文は、 この期の特徴である沈線文が主体であるが（109）は縄文を地

文にした沈線文が施文されるものである。

〔'01～108〕→ここに掲げたものも「十腰内I式」土器である。

･これらの土器も、多分深鉢形土器であろう。このうち、 （101）は、ゆ

るい山形の突起を有するものであり、 (108)のように、 口縁部が折り

返えし口縁のものもある。

･文様は、沈線文が主体で、ここに掲げたものには、縄文の地文はない。

１
重
１
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〔123～130)→ここに掲げたものも「大洞C,式」粗製鉢形土器であるo

･いずれも口縁が小波状を呈するもので、小突起をもつものも認められ
る。

･これらのものには、平行沈線文と横位の刻目文または刺突文が口頚部

に施文される。

･胴部には、すべて左傾する斜縄文が施文される。

〔117～122〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞C,式」粗製深

鉢形か鉢形土器である。
● ● ●

．このうち、 （117 ． 119～122）には、平行沈線文と刻目文が口頚部に

施文され、 とくに（''7）は二段に施文される。

。また、 （118）は、 口縁に羊歯状文の伝統を残しているものである。

＠胴部には、左傾（117 ． 119 ． 120)、右傾（118 ． 121 ． 122）する斜

縄文が施文される。この右傾する縄文の施文されるものは少ない。
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● 〔138～145〕→ここに掲げたものも縄文時代晩期「大洞C2式」の皿形お

よび鉢形土器である。

器 。 （142 . 144）は鉢形土器と思われる。なお（142)はA式の可能性もあ

る。

・他の（138～141 ． 143 ． 145）は、皿形土器で、曲線文が流れるよう

犬 に施文される。

@P･L19においても述べたとおり、この期は皿形土器の出土が多い。

2

§
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欝蕊鍵

135 136

〔131～137〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞C｣式」鉢形・

皿形精製土器である。

･ (131)は鉢形土器で、 (132～137)は皿形土器である。これらの土器

には、K字文（131 . 132)、X字文（133 . 136）、大腿骨文（134 ．

135 ． 137）が施文される。

、また、 口縁下には刻目文が施文されるものである。縄文時代晩期の大

洞C｣･C2式期には、皿形土器の生産がきわめて多い。

’
二
１



P・L 21 [A地区H2グリツトⅡ層出土、土器〕 P・L 22[A地区H2グリ ､ソトⅡ層出土、土器〕

f報:L‘薙踊.
場1 L津f蛍 146

慰溌147 蝿
鐸
｝
《 蝋

琴Z1:.,

認

鍵 …

癖

153

154

繍口 峨篭
蕊

鞍
喝q洋

蕊 150

鍵蕊議報”蝉:難鶏ゞ…ﾇ笈や15“≦ ］57 ］58 認辮
:L･1,::L :::9 :弾;J汁L11 , :

〔153～158)→ここに掲げたものも「大洞C1式」精製壺形・皿形土器．

および「同C2式」皿形土器である。

。このうち（157）は破片であるが細長い胴部に細長い口頸部を有する壺

形土器と思われるものである。

． （158）は、 「大洞Q式」皿形土器で上げ底である。他の(153～156)

は、精製の「大洞C2式」皿形土器で、平行沈線文、曲線文が施文され

るものである。

繍蝉…驚灘箪難瀞灘謡鍛蕊鍵驚鍵鍵灘
〔146～152〕→ここに掲げたものも縄文時代晩期「大洞C2式」の皿形土

器である。

．このうち、 （146 . 147)は精製、他は粗製土器である。なお(152)は

つぎのA式期にも伴出する。

・施文は、平行沈線文のあるもの（146～150)、小突起のあるもの（147

・ 152）、胴部に縄文のあるもの等細分すれば5類に分けられるが、他

に(P・L2-14)および(P･L12)、 (p･L20)に示すように

変化に富んでいる。
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１
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〔159～167〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞C,式」の粗製

鉢形土器と「同大洞C2式」の粗製鉢形土器である。

、このうち、 （159～164）は「大洞C,式」、 (165～167)は「大洞C式

土器である。
● ● ●

． （159～163)は、 「大洞C,式」のメルクマールである刻目文を施文す

るもの、および（163）のように羊閑状文の名残りをとどめるもの等が

ある。

＠また、 （164）のように、肩部が強く張り口縁が外反するものもある。

このタイプは、大洞C,式の鉢形土器の一タイプである。

@(165～167)は、 「大洞C2式」鉢形土器の一タイプで、この類の出土

量はきわめて多いものである。

〔168～172〕→ここに掲げたものは、 「大洞C2式」の皿形土器であるo

｡このうち、 （170 . 172）は(P。L2-12･13， p･L21-147)に示

したものと同タイプのものである。

。また、 (168)は頚部に無文帯を有するもので、 (171)は無文のもので、

出土数はわりに少ないタイプである。

＠さらに、 （169）は肩部が張り、頚部が外反する器形の皿形土器で、つ

ぎの大洞A式にも伴うようである。 （研究を要す）

誤
Ｉ
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〔181～190〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞C[式」および

「同C2式」土器である。いずれも粗製土器である。

、このうち、 （182）は「大洞C2式」壺形土器、 (181)は鉢形と見られる

が「大洞C2式」の仲間か。 (184)も「大洞C,式」鉢形の可能性がある。

．他はすべて鉢形か深鉢形土器で、 （183 ． 186 ･ 189 ･ 190)は3条～

2条の沈線文を有するタイプ。 （187 . 188）は頚部に無文帯をもつタ

イプで、いずれも「大洞C2式」土器である。
● ● ●

＠また、 （185）は、条痕文を施文するもので、 この施文をもつ一群も一

タイプをなすものである。

ｌ
宝
Ｉ

〔173～180〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」鉢形土器であるが、い

ずれも粗製土器である。

．このらち、 （173 ． 174 ． 177 ． 180）は、既述のように3条を基本と

する沈線文が口頚部に施文される一群のタイプである。このものは出

土量が多い。

。 （175 ． 176 ． 178）は、頚部に無文帯をもつタイプで、 （179）は、不

鮮明であるがこのタイプであろう。

＠これらの（173～180）のらち、 （176）は、やや右傾気味の縄文が施文

され（ 0段多条のR・L)、他はすべて左傾する縄文が施文されるも

のである。すなわち(R・L)はきわめて少ない。
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〔191～198〕→ここに掲げたものも縄文時代晩期「大洞C2式」鉢形粗製

土器である。

。このうち、 （191 ． 192 ． 194 ． 195 ． 196 ． 198）は、既に述べたよ

うに頸部に無文帯をもつタイプである。

．また、 （193 . 197）は、頚部に3条の平行沈線文を施文するタイプで

ある。

＠前者の頚部に無文帯をもつタイプは、沈線文が肩部に施文されるもの

で、肩部が張る傾向をもっている。そしてこのタイプは、 「大洞C2"

期の後半に盛行するようである。

；ゞ溌蕊識錘､恋…ざ鮮緯鐸鐸謎瀞！

[199～205)→ここに掲げたものも「大洞C2式」の粗製鉢形土器・広口

壺形土器である。

． （202）は、広口壺形土器の口縁部破片で、頚部が無文帯をなすものら

しい。

・他の（199～201 ． 203～205）は、 この期の基本タイプである頚部に

3条の平行沈線文が施文されるもので（203は2須鉢形土器である。

＠縄文が胴部に施文されるが、 （199）は、縦位の単軸撚糸文(R・〃） 《

（200）は右傾する斜縄文で(R･L)→0段多条。 (201･204･205)

は左傾する(L･R)、 (203)は単軸撚糸文で(R･")である。

＠すなわち、縄文には三種の施文法がある。縦位の撚糸文、左傾する（

L・R)、右傾する(R・L)で、この(R・L)少ない。
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(206～211)→ここに掲げたもののうち、 (206～208 ･ 211)は「大洞

C2式」粗製鉢形土器である。

。また、 （209 . 210)は、型式名をきめかねるもので、縄文時代後期の

土器の混入か、類例を待ちたい。

． （206～208 ． 211）のうち、 (206 ･ 207 ･ 211)は単軸撚糸文謡(208)

は、左傾する斜縄文である。

灘驚繊識蕊蕊……霞辮…辮灘蝿辮潔'…"瀞i蕊蕊撚脅"、
〔212〕→ここに掲げたものは、 「大洞C2式」の粗製皿形土器である。

。このものは平縁で頚部が軽くクボミ、肩部が張る器形の皿形土器であ

る。

・施文される縄文は、 0段多条の(L・R)で密に施文される。

｡この類は、 口頚部の形状から「大洞C2式」の後半に出現し、つぎの型

式である「同A式」にも伴うものと思われる。
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〔218～219〕→ここに掲げたものは、 「大洞C2式」の粗製深鉢形土器で

ある。

＠この（218 . 219）は、 (P・L9 56、 P･L10-60．63)と同類で

あって、 口縁部がやや内傾するタイプで大形の土器である。

・施文される縄文は、 （218）は左傾する(L・R) 、 (219)は左傾縦走

する(L･R)である。

Ｉ
室
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[213～217]→ここに掲げたものは、 「大洞C｣式」の深鉢形粗製土器で

ある。

・これらのものは、いずれも肩部が張るタイプのもので、 しかも頚

部の施文帯がせまいものである。

・文様は、 （214）は肩部に小刺突文があり、 （215 ． 216 ． 217）には平

行沈線文が施文される。これらは、つぎの「大洞C2式｜に共通するが－

口頸部の外反が強く、 この期のものとした。
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[220～225]→ここに掲げたものは「大洞C2式」の典型的な深鉢形粗製

土器である。

・いずれも平縁で、 3条を基本とする平行沈線が施文されるもので、胴

部の縄文は、すべて(L･R)で左傾する。

、これらのものの同類は、 (P・L7-42～47, p･L8-48･49)で

あって出土量も相当争いタイプである。

〔226～229〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」の粗製深鉢形土器であ

る。

・いずれも、 (P･L33-220～225)に掲げたものと同様のもので、

3条の沈線文が施文される。

・施文される縄文は、 （226 ． 227 ． 229）は、左下りの斜縄文、 （228）

は、 (L･Z)の回転撚糸文が不轄に施文されたものである。
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〔230～237〕→ここに掲げたものは、 「大洞C2式」の粗製大形深鉢形土

器である。

。このもののうち、 （237）は(P･L33･34)に示すものと同類である。

・他の（230～236）は、 口縁部がやや内傾するもので、胴部には条痕文

が施文される｡ （237）も条痕文が施文されるものである。

轄雰

獄鳶職辮溌認識瀞鰯溌熱蕊篭購蕊灘蕊驚驚蕊瀞蕊

〔238～243〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」の粗製大形深鉢形土器

である。

＠これらのものは、既に述べた(P｡L33･34)と同類のものである。

また、 （242）は(P･L35-237 )とも同類である。
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〔244～249〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞C2式」の大形

粗製深鉢形土器である。

。このうち（247）は口頚部に平行する沈線文が3条施文されるもので、

既述したように、 (P･L33･34･36)に示したものと同タイプのも

のである。

＠また、 （244～249）の胴部には、条痕文が施文されるもので(P･L

35、 p･L36-242)と同じタイプで「大洞C2式」期において特に盛

行するものである。なおこのタイプのものの傍用期間は相当永いよう

に見受けられる。

〔250へ255〕→ここに掲げたものも「大洞C2式」大形粗製深鉢形土器で

ある。

。これらのうち（25]）の口縁は小波状を呈するもののようである。他の

ものは‐平縁であるが、ゆるい起状をもつものもある。

、いずれも口縁部がゆるく内傾するタイプで、 (P・L32)の土器と同

タイプのものである。

･I|1部の縄文は、すべて左傾する(L・R)である。（但し253は無文）
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〔265～270〕→ここに掲げたものも「大洞A式」の粗製深鉢形土器であ

る。

、このうち、 （268）は肩部が張るもので、その突起の形態が他に比して

特徴がある。このように側面に突き出る「突起」の形態は、 「大洞C2

式」期の後半に出現するようである。

、（265～270）すべてが口端に縄文を付し、第2沈線～第3沈線上に短

沈線で突起間を連結する手法は、 「大洞A式」で一般化されるようで

あるが、その初源は前型式の後半にある。

、胴部の縄文は(L・R)が主体(265 ． 266 ． 267 ． 268 ･ 270)で、

（269）は縦走する(L・ r)の単軸撚糸文である。

蕊欝蕊承:鷺議蕊 … 承騨…2K日

〔256～264〕→ここに掲げたものは、縄文時代晩期「大洞A式_|粗製鉢

形、または深鉢形土器である。

＠このうち（26］ ・ 263）は、頚部に無文帯を持つもので、この無文帯を

頚部に残す手法は、 「犬洞C2式」の伝統であろう。

＠いずれも口縁上端がやや外反気味で、 （258 ． 260 ． 264）のように口

縁上部に縄文を付すもの、無いものに細分できる。

＠（256～264）のすべてにわたって､ 「大洞A式」特有の小突起があり、
● ■ ■

短沈線で突起間を連結する施文手法を示している。

’
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〔279～286〕→ここに掲げたものも「大洞A式」精製Ⅲ形土器である。

．このもののうち、 （279 ． 280 ． 283 ． 284)は［入り組み工字文｣が施

文される。
● ● ｡ ● ●

．また、他の(281 ･ 282 ･ 285 ･ 286)は、矢羽根状文（綾杉文）が施

文されるものである。

、当観音林遺跡では、 「入り組み工字文」が器形に関係なく一般的であ

るが、 「矢羽根状文」が施文されたものの出土は、今回多い。この文

様のものは、地域によって出土する遺跡、出土しない遺跡、または地

点等片寄りがあるようである。

ｌ
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〔271～278〕→ここに掲げたものは「大洞A式」精製皿形土器である。
｡ ● ● ■ ●

。このらち（274）は無文、 （275）は胴部に矢羽根状文が施文され、その

空間に(R･L)の縄文が地文に見られるもので、Ⅲ形土器で縄文の

あるものは出土数が少ない。

･他の（271～274 ． 276～273）は、典型的な「入り組み工字文」が施

文されるもので、 (P･L12-80･81 )と同様、この期の皿形土器の
典型である。
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〔287～294〕→ここに掲げたものも「大洞A式」粗製鉢形土器または探
鉢形土器である。
。このらち頚部に無文帯を有するもの（287 ． 288 ． 289 ． 291）が認め
られ、前型式の伝統が残る。

・他の（290 . 294）および（291）にはu端に縄文が施文されるもので、
(P･L39･40)にもその手法が認められる。

・施文は（292)は、矢羽根状文（綾杉文）、 （287～290)は、入り組み
工字文、 （293 . 294）は胴部に縄文がある。

“ﾕｰ鍵301ワQq
白一一 300

〔295～302〕→ここに掲げたものは、 「大洞A式」精製皿形土器である。
。このうち（300）は、入り組み工字文があり、 (P。L41･ 42)に示し
たものと同類である。

。また、 （295～299 ． 301）は、矢羽根状文のもので、このものも既述
の(P・L42)のものと同類である。

｡このように縄文時代晩期の「大洞C2～A式」期には、バラエティに富
んだ皿形土器の出土が多い。
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〔305～310〕→ここに掲げたものも「大洞A式」精製鉢
なお、 （307）は台付鉢形土器かも知れない。

。これらのうち、 （306 ． 307 ． 308 ． 310）には突出する突起が一ケ付
くものであろう。

。この（305～310）には、入り組み工字文、小突起等「大洞A式」土器
の特徴を備えたものである。


